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安全にお使いいただくために 

この取扱説明書への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への廈害を未然に防止 
するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっています D 内容をよく理解してから本でをお 
読みください。 


接 TJX の局味 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t または重傷を負う可能性び想定される内容をおしてしほす。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害のみの 
発生び想定される内容をおしています。 


絵表示の例 


A 

A 記号はま意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるをのです。 


( S 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれていまず。 

€ 

♦記号は行為を強制したり指おする内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指お内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）び描かれています。 


A 警告 


を 


万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなど 
の異常状態のまま使用すると、火災•感電の原因 
となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントか6抜いてください。 
煙が出なくなるのを確認して販売店またはティア 
ック修理センターに修理をご依頼ください。 


を 

万一、機器の内部に異物や水などが入った場をは、 
まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグ 
をコンセントから损いて、販売店またはティアッ 
ク修理センターにご連絡ください。そのまま使用 
すると火災-感電の原因となります。 

〇 

電源コードが傷んだら（お線の露出、断線など） 
販売店またはティアック修理センターに交換をご 
依頼ください。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 

0 

この機器を使用でさるのは日本国内のみです。表 
示された電源電圧（交流]日日ボルト）1；(外の電 
圧で使用しないで<ださい。まに、船舶などの直 
流 （ DC ) 電源には接続しないでください。乂 
災-感電の原因となります。 

0 

この機器の通風孔をふさがないでください。通風 
孔をふさぐと内部に熱がこをり、火災の原因とな 
0ます。 


0 

この機器の通風孔などから内部に金属類や燃えや 
すいちのなどを差し込んだり、落とし込んだりし 
ないでください。火災•感電の原因となります。 

(§) 

この機器の上に花びんや水などの入った容器やル 
さな金属物を置かないでください。こぼれたり、 
中に入った場合乂災-感電の原因となります。 

0 

電源コードの上に重いをのをのせたり、コードが 
本機の下敷にならないよラにしてください。コー 
ドに傷がついて、火災•感電の原因となります。 

0 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり 
しないでください。コードが破損して、火災•感 
電の原因となります。 

の 

この機器のカバーは絶対に外さないでください。 
感電の原因となります。内部の点検-修理は販売 
店またはティアック修理センターにご依頼くださ 
い。 

(D 

この機器を改造しないでください。火災•感電の 
原因となります。 
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ま全にお使いいただくために 


A 警告 


を 


〇 


万一、この機器を落としたり、キャビネットを破 
損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜いて、販売店また 
はティアック修理センターにご連絡ください。そ 
のまま使用すると火災-感電の原因となります。 

電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金属物 
が付着している場合は、電源プラグを抜いてから 
乾いた巧で取り除いて<ださい。そのまま使用す 
ると火災-感電の原因となります。 


〇 


この機器を設置する場合は、壁から2日 cmi ； (上 
の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ために、他の機器との間はかし離して置いてくだ 
さい。ラックなどに入れるとさは、機器の天面か 
ら2 cm 於上、背面か610 cm 拟上のすきまを 
あけてください。内部に熱がこちり、乂災の原因 
となります。 



局 

濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないでくださ 
し、。感電の原因となることがあります。 

0 

電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張ら 
ないで < ださい。コードが傷つさ、乂災•感電の 
原因となることがあります。必ずプラグを持って 
抜いてください。 

を 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電 
源プラグをコンセントから抜さ、機器間の接続コ 
-ドなどが部の接続コードをがしてから行なって 
<ださい。コードが傷つさ、乂災•感電の原因と 
なることがおります。 

を 

旅行などで長期間、この機器をご使用にならない 
とさは、安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 

を 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセン 
卜から抜いて行なってください。 

〇 

この機器には、付属の電源コードセットをご使用 
下さい。それ政がの物を使用すると故障、乂災、 
感電の原因となります。 

0 

付属の電源コードセットを他の機器に使用しない 
でください。故障、火災、感電の原因となりま 
す。 


〇 

〇 

瓜 

A 


0 


オーディオ機器、スピーカー等の機器を接続する 
場合は、各々の機器の取扱説明書をよ<読み、電 
源を切り、説明に従って接続してください。また 
接続は指定のコードを使用してください。 

電源を入れる前には音量を最ルにしてください。 
突然大さな音が出て聴力障害などの原因となるこ 
とがあ0ます。 

ディスクトレイが閉まるときに手指をはさまれな 
いようにごを意ください。けがの原因となること 
があります。 

曰年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店また 
はティアック修理センターにご相談ください。内 
部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしない 
と火災や故障の原因となることがあります。特に、 
湿気の多<なる梅雨期の前に行なラと、よ0効果 
的です。なお、掃除費用についてはご相談<ださ 
い。 

次のよラな場所に置かないでください。火災、感 
電やけがの原因となることがあります。 

-調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる 
場所 

-湿気やほこりの多い場所 
-ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所 


0 


電源コードを熱器具に近付けないでください。コ 
ードの被ふ<が溶けて、火災•感電の原因となる 
ことがあります。 
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第 1 章はじめに 


このたびは 、 TASCAM MD - CDIMKII - ニディスクデッ 
キ / CD プレーヤーをお買いあげいただきまして誠にあり 
びとラございまず。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいただを、 
正しい取扱い方法をご理解いただいた上で、充分に機能を 
発揮させ末をくご愛用くださいますよラお願い申しあげま 
す。お読みになったあとは、いつでち見られるところにお 
ず保管してください。 


本機の構成 


本機の構成は L ソ下の通りです。 

なお、本機を開捆する時、損傷を与えないよラ慎重に行な 
つてください。捆包箱と捆包なは後日輸送するときのため 
に保管しておいてください。 

付属品び不足している場合や輸送中の損傷び見られる場合、 
当社までご連絡ください。 


MD - 巳 DlMKlI . 1 

付属品 

RC - MC 1 リモコン . 1 

乾電池（単3、 SUM -3 ). 2 

ラックマウントビスキット . 1 

電源コード . 1 

取扱説明書 . 1 

保証書 . 1 


設置上のご注意 


設置場所について 

なのよラな場所に設置しないでください。音質を下の原因、 
または故障の原因となりまず。 

• 振動のをい場所や不安定な場所。 

• 窓際など直射日光び当たる場所。 

参暖房器具のそばなど極端に温度び高い場所。 

• 極端に温度びほい場所。 

参湿気のをい場所や風通しび悪い場所。 

参チューナー、テレビやビデオデッキなどのそば。 

雑音の原因や映像の乱れび生じることびあります。 


ラックマウント方法 

図のように、付属のマウントビスキットで取り付けてくだ 
さい。 



使用上のご注意 


電源について 

AC 100 V (已〇—日 OHz ) じ(外の電源には接続しないでく 
ださい。 

電源コードの抜さ差しは、プラグを持って行なってくださ 
い。 

本体のお手入れ 

化学ぞラさんやベンジン、シンナー系の液体で本機を拭か 
ないでください。表面を傷める原因となりまず。トップカ 
バーやパネルの巧れは、薄めた中性洗剤液を少し含ませた 
柔らかい布で巧いてください。 

結露現象について 

本製品を寒い場所か5暖かい場所に移動したときや、寒い部屋を暖 
めた直後など、気温び急激に変化すると結露を生じることびありま 
す。結露したときは約！〜2時間放置した後、電源を入れてお使い 
<ださし、。 
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第 1 章はじめに 


CD (コンパクトディスク）①取扱い MD (ミニディスク）①取扱い 


本機の C D デッキは C D-D A フォーマットディスクおよび、 
旧09已己〇フォーマットで記録された MP 3 ファイルを再生 
することびでさます。 

市販のオーディオ CD (120 mm /80 mm ) だけではなく、 
正しく才ーディオを記録した CD - R / CD-RW を使うことび 
でさまず。 

♦ディスクをケースから取り出すとさは、必ずケースの中 
むを一度巧して、ディスクの外周部分を手ではさむよラ 
に持って取り出してください。 


取り出しち コンバクトディスクの 

正しい持ちち 



• 信号記録面に指紋やほこりびついたら、柔らかい巧で軽 
く内側中むから外側へ直角ち向に拭いてください。ディ 
スクのちれは、音飛びの原因となりますので、いつをさ 
れいに清掃し、ケースに入れて保管してください。 

• レコードスプレー、帯電防止剤、ベンジン、シンナーな 
どで絶対に拭かないでください。これらの化学薬品で表 
面び侵されることびあります。 

• 直射日光び当る場所や、高温を湿な場所に置かないでく 
ださい。長時間放置ずるとそりなどの原因となりまず。 

• レーベル面に紙などを貼ったり、ボールペンなどで文字 
を書かないでください。 

• ディスクにセ□八ンテープやレンタル CD のシールなど 
をはびしたあとびあるをの、またはシールなどから糊び 
はみ出しているちのは、使用しないで<ださい。そのま 
まプレーヤーにかけると、ディスクび取り出せなくなっ 
たり、故障の原因となることびあります。 


MD は力ートリッジに収納されています。カート U ッジの 

巧れやそりなどは、誤動作の原因になることびあります。 

いつでをいい音で楽しめるよラに、次のことにごを意くだ 

さい。 

♦ MD を使用した後は、必ず取り出して MD ケースに入れ 
てな管してください。 

♦シャッターを開け、中のディスクにさわらないで<ださ 
し、。また、無理にシャッターを開けると壊れることびあ 
ります。 

• 直射日光び当たる所や温度び高くなる所、また湿気の多 
い戸斤に置かないでください。 

♦ MD 力ート U ッジ表面のほこりは、乾いた巧で拭き取っ 
てください。 

♦ MD 力ートリッジにラベルを貼るとさは、指定の位置に 
正しく貼ってください。ラベルびめくれたり、浮いてい 
ると M □び内部につまって取り出せない原因となること 
びあ0ます。 

• ラベルを重ねて貼らないでください。 



U-T0C について 


録音用 MD は、録音した曲を簡単に編集でをます。 

録音した巧の情報（開始アドレス、終了アドレス、タイト 
ルイ也）を U - T 0 C ( Use「Table of Contents ) というところ 
に記録しており、ここを書き換えるだけで自由に編集する 
ことびでをます。 
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第 2 章リモコン 


使用上のご注意 


• 長期間 U モコンを使用しないとさは、乾電池の液もれを 
防ぐために、乾電池をケースから取り出しておいてくだ 
さい。ちし、液もれを起こしたときは、ケース内に付着 
した液をよく巧さ取ってから、新しい乾電池を入れてく 
ださい。 

•赤が線によりコントロールする他の機器を使用時に、本 
機の U モコンを操作すると、他の機器を誤動作させるこ 
とびおります。 

• 操作範囲び採<なったり、操作してを動作しな<なった 
ときは、乾電池び消耗しています。2本とも、新しい乾 
電池に交換してください。 

参本機の受光部に向けて操作してください。 

障害物びあると、操作でさません。 


乾電池について 


乾電池を誤って使用すると、液をれや破裂などの原因とな 
ることびありまず。乾電ミ也のを意表示をよく読んで、正し 
<ご使用 < ださい。 

♦乾電池の+と一の表ホをよく確認して、電池ケースの指 
示通りに、正しく入れてください。 

• 新しい乾電池と古い乾電池を混だて使用しないでくださ 
し、。 

• 乾電池には形状び同じでを、電圧び異なるちのびありま 
す。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないで< ださい。 

• 乾電池は絶巧に充電しないでください。 

♦乾電池を分解したり、火の中に巧げ込んだり、水につけ 
たりしないで < ださい。 



乾電池の入れかた 

1 . 裏ぶたを開けます。 



2.+と一をお語して、単3乾電ミ也を2本入れまず。 



3. ふたを閉めます。 
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第 3 章接続 


接続を行なラ前に、外部機器の取扱説明書をよくお読みに 
なり、正しく接続してください。電源は最後に接続してく 
ださい。 


オーディオの接続 


アナ□グオーディオ機器との接続 

アナ□グのステレオアンプ、 S キサ ー、 レコーダーなどを 
本機のアナ□グライン入出力端テに接続します。 

入力端テには MD デッキの録音ソース信号を接続します。 
出力端テには、それぞれのデッキ専用の C □出力端子と MD 
出力端子のほかに、 COMMON 出力びあります。 com ¬ 
mon 出力からは、 信号を 出力して いる 側の デッ キの信号び 
出力されます。両方のデッキから信号び出力されている場 
合 、 CD メニューの SYSTEM サブメニュー内の" com ¬ 
mon ?" 項目で選択されているデッキ (" MD " または’ ’ CD ") 
の信号び優先されます。 

因 

♦別売のバランスアナ□グ入出カボード ( LA - MC 1) を取 
り付けることにより、バランスシステムの中で本機を使 
用ずることびでをまず。 

参本機にはケーブルび付属されていません。 

• ピン コー ドは電源 コー ドや スピーカーコー ドと一緒に束 
ねないでください。音質のほ下や雑音の原因となります。 


デジタルオーディオ機器との接続 

デジタルのステレオアンプ、5キサー、レコーダーなどを 
本機の光デジタル入出力端テに接続します。 


メモ 


本機はサンプリングレートコンバーターを搭載しています。 
MD のサンプ U ングレート （44. 1 KHz ) と異なる、 
32 KHZ . 48 KHZ の信号をデジタル録音する事も可能で 
す。 


電源の接続 


本機は日本国内専用です。電源プラグを A 巳（交肅 100 V 
の電源コンセントに差し込んでください。 



レコーダー などの出力から 
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フ□ントパネル 


共通部 


の③ ③ ® ® 饭 



MD 操作部/ CD 操作部 



共通部 

① POWER スイッチ 

電源のオン/オフを行ないます。 

③リモコン受光部 

リモコンのセンヴー部です。 

③ N 0キー 

メニューモード時、メニュー項目をキャンセルずるとさ 
に使いまず。 

タイトル入カモード時、キャラクターの削除を行ないま 
ず。 


④ MULTI JOG ダイアル/ ENTER キー 

回ずと MULTI JOG ダイアルとして働さ、押すと 
ENTER キーとして機能します。 

MULTI JOG ダイアル機能： 

ノーマルモード時、 MD ディスクのグループ還択 （MD 
インジケーター点な時でグループモード ON 時）や MP 3 
ディスクのディレクト U 選択 （ CD インジケーター点な 
時）を巧ないます。 

プ□グラムモード時、登録トラックを選択します。 
メニューモード時、メニュー項目や値を選択しまず。 
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第 4 章各部の名称と機能 


MD 編集モード時、編集ポイントの設定を行ないます。 
タイトル入カモード時、入カキャラクターを還択しまず。 

上記しソ外の場合、表示マスターデッキのトラックスキッ 
プを行いまず。 

ENTER キー機能： 

プ□グラムモード時、選択トラックを確定します。 
メニューモード時、メニュー項目を確定するとさやメニ 
ューでの設定/編集をお定ずるとさに使います （ YES キ 
一と同じ働さをします)。 

タイトル入カモード時、入カキャラクターを確定します。 

⑥ YES キー 

メニューモード時、メニュー項目を確定ずるとさやメニ 
ューでの設定/編集を確定するとさに使います。 

タイトル入カモード時、キャラクターの拝入を行ないま 
す。 

(DCONT PLAY スイッチ 

ON に設定すると、巳 D と MD び交互に連続再生を行ない 
まず。再生中のデッキび自動的に表示マスターになりま 
す 

⑦ PHONES ソース切換スイッチ 

ヘッドホンでモニターしたいソースに □ 、 COMMON 、 
MD) に応じて切り換えます。 

COMMON を逞択ずると、 CD と MD 両方をモニターず 
ることびでさます。なお両方のデツキから信号び出力さ 


れている場合は SYSTEM メニューの’’ COMMON?" 項目 
の設定に従いまず。 

④ PHONES レベルつまみ 

へッドホン出カレベルを調節します。 

©PHONES ジャック 

ステレオへッドホンを接続するため標準ホンジャックで 
す。5ニプラグのへッドホンを接続する場合は変換アダ 
プターをご使用ください。 

⑩ TIME キー 

このキーを押すと、表示窓に表おされる時間モードび切 
り換わります。[一29ページ r 時間表示を切り換える」] 
時間モード設定は電源を切ってち記憶されています。 

⑩ D 旧 PLAY キー 

タイ トル入カモード時、 入カキャラクタータイプを切り 
換えます。[一42ページ「名前の入力ち法」] 
キャラクタータイプ設定は表示窓に表示されます。 

英ル文字/記号：（無表示） 

英大文字/記号： "CAPS" 

カタカナ："カタカナ" 

@表示窓 

CD または MD のディスク情報、、トラック情報、デッキ 
の動作モード、メニューなど、さまざまな情報を表ホし 
まず。 

詳細は] 3ページ「表示窓」をご覧ください。 


CD 操作部 


⑩ KEY キ ー/ インジケーター 

このキーを押してインジケーターを点打させると、キー 
チ ェンジ機能びオンになり、 キーを変えて CD を再生ず 
ることびでさまず。キーをどれだけをえるかの設定は、 
CD メニューから行ないます。[一 30 ページ「キーをを 
ぇる」] 

キーチェンジ機能のオン/オフ設定は、電源を切ってを 
記憶されていまず。 

⑩ CD トレィ 

CD ディスクをセットします。 

吸キー 

通常、をち向のトラック還択（スキップ）やレビュー再 
生（サーチ）を行なラとさに使います。停止時このキー 
を押すと、手前のトラックにスキップします。停止時に 
巧し続けると、高速でスキップします。再生時このキー 
を押すと、現在のトラックの冒頭にスキップしまず。再 
生時に押し続けると、レビュー再ち（サーチ）を行ない 
ます。 
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⑩ ►►!/►► 午一 

ノーマルモード時、正ち向のトラック選択（スキップ） 
やキュー再生（サーチ）を行なラとをに使いまず。停止 
時このキーを押すと、なのトラックにスキップします。 
停止時に巧し続けると、高速でスキップします。再生時 
このキーを押すと、次のトラックにスキップします。再 
生時に押し続けると、キュー再を（サーチ）を行ないま 
す。 

⑩ CD キー/インジケーター 

このキーを巧してインジケーターを点なさせると C □び 
表示マスターになり、表示窓に CD デッキ/ディスクの 
情報（設定、時間）び表示されまず。 

表示マスター設定は電源を切ってち記憶されていまず。 

⑩ CD MENU キー 

CD メニューモードのオン/オフを行ないます。 CD メニ 
ューモードでは、表示窓を使って CD メニュー項目の表 
示/設定を巧なラことびできまず。またこのとさ、巳 D 
インジケーターび点滅します。 
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メモ 


MD び表示マスターのとき （ MD インジケーター点な時） 
に CD MENU キーを押すと、 MD インジケーターび点な 
したまま CD インジケーターび点滅になります。 

巳 D び表示マスターのとさ （ CD インジケーター点な時） 
に巳 D MENU キーを押すと、巳□インジケーターび点滅 
になります。 

⑩ PITCH つまみ/インジケーター 

このつ まみを押してピッチコント□ールのオン/オフを 
切り換えます。オンの時、インジケーターび点灯します。 
このつ まみを回してピッチを設定 （+1 己％ 〜一 已0%) 
しまず。 

ピッチコント□-ルのオン/オフ設定は、電源を切って 
を記憶されています。 


⑩ STOP (■) キー 

巳 D 再生中にこのキーを押すと、 CD デッキび停止します。 
ダビング機能実行中にこのキーを押ずと、 MD デッキと 
巳 D デッキの両方び停止します。 

⑩ PLAY (►) キー 

巳 D 停止中にこのキーを押すと、 CD デッキび再生を始め 
ます。 

ダビング待機中にこのキーを押すと、 CD デッキび再生、 
MD デッキび録音を始め、ダビングび始まります。 

@ READY (II) キー 

巳 D 停止/再生中にこのキーを押すと、巳□デッキび再生 
待機になります。 

(§) OPEN/CLOSE (±) キー 

巳 D トレイの開閉を行ないます。 


MD 操作部 


@MD MENU キー 

MD メニューモードのオン/オフを行ないます。 MD メ 
ニューモードでは、表示窓を使って MD メニュー項目の 
表示/設定を行なラことびでさます。またこのとさ、 
MD インジケーターび点滅します。 

メモ 

巳 D び表示マスターのとを （ CD インジケーター点な時） 
に MD MENU キーを押すと、 CD インジケーターび点な 
したまま MD インジケーターび点滅になります。 

MD び表示マスターのとき （ MD インジケーター点な時） 
に MD MENU キーを押すと、 MD インジケーターび点滅 
になります。 

® MD キー/インジケーター 

このキーを押してインジケーターを点’打させると MD び 
表示マスターになり、表示窓に MD デッキ/ディスクの 
情報（設定、時間）び表示されます。 

表示マスター設定は電源を切ってち記憶されています。 

@ィィ/キー 

ノ—マルモード時、を方向のトラック選択（スキップ） 
やレビュー再生（サーチ）を行なラとさに使います。停 
止時このキーを巧ずと、手前のトラックにスキップしま 
ず。停止時に押し続けると、高までスキップします。再 
生時このキーを巧ずと、現在のトラックの頭にスキップ 
します。再生時に巧し続けると、レビュー再生（サーチ） 


を行ないます。 

タイトル入カ モード 時、この キーを 使って カーソルをを 
に移動します。 

感 ►►!/►► キー 

ノーマルモード時、 正ち向のトラック選択（スキップ） 
やキュー再生（サーチ）を行なラとをに使います。停止 
時このキーを押すと、なのトラックにスキップします。 
停止時に巧し続けると、高までスキップします。再生時 
このキーを押すと、なのトラックにスキップします。再 
生時に押し続けると、キュー再生（サーチ）を行ないま 
す。 

タイトル入カ モード 時、この キーを 使って カーソル をち 
に移動します。 

@> MD 挿入 □ 

録音または再生する MD ディスクを拝入します。 

ラベル面を上にして、矢印の向きに差し込みます。 

@ DUBBING キー 

巳 D を MD にダビングするときに使います。詳しくは 
「第8章 CD を MD にダビングする」 （33 ぺージ）をご 
覧ください。 

⑩ INPUT SEL キー 

MD デッキの録音入カソースを選択します。キーを押す 
たびに’’ ANALOG " と’’ OPT に AL ’’ の間で切り換わります。 
ダビングモード時には、自動的に CD 出力信号びソース 
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になります。 

入力選択は電源を切ってを記憶されていまず。 

逊 INPUT (し R) つまみ 

アナログ入力信号を MD に録音するとさの入カレベルを 
調節します（し R チャンネル独立)。 

® EJECT (A) キー 

MD ディスクを取り出すとさに押します。 


風 KEYBOARD コネクター 

旧 M PC 互換機用、 PS /2 インタフエースのキーボード 
を接続しまず。キーボードを使って本機を操作すること 
びでをます。特にタイトル入力を効率的に行なラことび 
でさます。 


風 STOP (■) キー 

MD 再生/録音中にこのキーを押すと、 MD デッキび停 
止しまず。 

ダビング機能実行中にこのキーを押すと、 MD デッキと 
CD デッキの両方び停止します。 

MD 編集モード中にこのキーを押すと、編集モードびキ 
ャンセルされて、ノーマルモードに戻ります。 

® PLAY (►) キー 

MD 停止/再生待機中にこのキーを押すと、 MD デッキ 
び再生を始めまず。 

MD 録音待機中にこのキーを押すと、 MD デッキび録音 
を始めます。 

ダビング待機中にこのキーを押すと、 CD デッキび再生、 
MD デッキび録音を始め、ダビングび始まります。 

® READY ( II )キー 

MD 停止/再ち中にこのキーを押すと、 MD デッキび再 
を待機になります。 

MD 録音中にこのキーを巧すと、 MD デッキび録音待機 
になります。 

® RECORD (•) キー 

MD ディスクびセットされていない状態でこのキーを巧 
すと、入力信号をモニターすることびでさます。 

録音可能な MD ディスクびセットされて停止していると 
さにこのキーを押すと、 MD デッキび録音待機になりま 
す。録音待機になると、入力信号をモニターすることび 
でさます。 

MD 録音中にこのキーを押すと、トラックナンバーびイ 
ンク U メントされまず。 

@ PITCH つまみ/インジケーター 

このつまみを押してピッチコントロールのオン/オフを 
切り換えます。オンの時、インジケーターび点なします。 
このつまみを回してピッチを設定 （±12 .巳％)します。 
ピッチコントロールびオンのとき、デジタル出力端子 
([DIGITAL ( OPTICAL ) - OUTPUTS - MD ] 端テ）から 
は信号び出力されません。 

ピッチコントロールのオン/オフ設定は、電源を切って 
ち記憶されています。 
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表ル窓 



表示窓には、 CD または MD のディスク情報、デッキの動作 
モード、メニューなど、さまざまな情報び表示されます。 
CD と MD のどちらのディスク/デッキ情報を表示するか 
は、本機の CD キーまたは MD キーを使って選択します。 
還択中のデッキを「表示マスター」と呼びます。また 、 CD 
MENU キーまたは MD MENU キーを巧すと、それぞれ CD 
メニュー、 MD メニューび表示されます。 

©TOC 

最新の TOC 情報びディスクに記録されていない場合に赤 
く点なします。 TOC 記録中はホく点滅します。 

⑩ トラック番号表示部 

再生中/選択中のトラックま号を表おします。 

⑩ MP3 

巳 D デッキに MP 3 ディスクをセットしているとき点灯し 
ます。 

@ MD 録音モード表示 tP2, LP4, MONO) 

MD の録音 モー ドを表示します。 ノーマルモー ド時は何 
を点なしません。なお MD 再生中は、再生している MD 
の録音 モー ドび表示されます。 

® カウンター表示部 

時間表示モードに応じて TOTAL , REMAIN び点な/ミ肖 
巧します。カウンター表示は分 （3 巧）秒 （2 巧）です。 

@ KEY 

巳 D デッキのキーチエンジ機能びオンのとき点打します。 

© PITCH 

表示マスターデッキのピッチコント□-ル機能びオンの 
とを点灯します。 

遇) A.CUE 

表示マスターデッキのオートキュー機能びオンのとき点 
なします。 


@ A.READY 

表示マスターデッキのオートレディ機能びオンのとき点 
なします。 

@ A.TRACK 

表示マスターび MD で、オートトラック機能びオンのと 
さ点なします。 

録音中および録音待機中、オートトラック機能び Time 
のとさは点滅します。 

遇)メータ ー 

巳 D / M D デッキの再生レベルおよび M D デッキの録音 
入カレベルを表示します。 

领 A-B 

表示マスターデッキの A-B I 」ピート機能びオンのとき点 
なします。 

風 REPEAT 

表示マスターデッキのリピート機能びオンのとを点巧し 
ます。 

趣 SYNC 

シンク録音モードびオンのとをに点なします。 

風 REC 

MD デッキび録音中または録音待機中、点なしまず。 

風 OPTICAL 

MD の入カソースをデジタルに設定したとさ点なします。 

趣 ANALOG 

MD の入カソースをアナ□グに設定したとさ点なします。 

爾 SINGLE 

表示マスターデツキびシング j レ再生モードのとき点巧し 
ます。 
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@ RANDOM 

表示マスターデッキびランダム再生モードのとさ点巧し 
まず。 

领 PROGRAM 

表示マスターデッキびプ□グラム再生モードのとき点な 
します。 

表示マスターデッキび再生中または録音中、点なしまず。 
またオートキュー機能びオンの場合、オートキューポイ 
ントをサーチ中に点滅します。 

(@) II 

表示マスターデッキび録音または再生の待機（一時停止） 
中、点灯します。 

⑩ DISC, GROUP, TRACK 表示 

表示マスターデッキにディスクびセットされていて、停 
止中のときに"□旧 C " び点なします。 

表示マスターび CD デッキでデイレクト U モードびオン 


のとき、あるいは表示マスターび MD デッキでグループ 
モードびオンのとき、 " GROUP " び点なします。 

再生および再生待機中、 TRACK " を表示します。 

啜 キャラクター表示部 

ディスク情報、トラック情報、メニュー、メッセージ、 
動作ステータスなどを表示します。 

@ © 

タイマープレー機能びオンのとさに点灯します。 

また、タイマープレー機能びオンでディスクび入ってい 
ないとさに点滅します。 

固) カタカナ 、 CAPS 

タイトル入力時のキャラクターモードびカタカナ、英大 
文字のとさに「カタカナ」 「 CAPS 」 びそれぞれ点灯し 
まず。英ル文字のとさは何ち点巧しません。 

© EOM 

トラック/ディスクの残り時間び EOM 設定値しソ下にな 
ったときに点打します。 


リアパネル 



©[ANALOG - INPUT - MD ] 端子 

MD デッキ用のアナ□グライン入力端テ （ RCA ピンジャ 
ック）です。規定入カレベルは一]日 dBV です。 

@ [ANALOG - OUTPUTS - CD, COMMON, MD ] 端子 

アナ□グライン出力端子 （ RCA ピンジャック）です。規 
定出カレベルは一1日 d 目 V です。 

CD : CD デッキの信号を出力します。 

COMMON : CD と MD 両方を出力します。なお両方の 
デッキを再を中の場合は、 CDX ニューの SYSTEM 
サブメこュー内のの’ ’ C 日 MM 日 N ?" 項目の設定に従い 
ます。 

MD ; MD デッキの信号を出力します。再生時は再を信 


号が出力され、入カモこター時はソース信号が出力さ 
れます。 

@) [DIGITAL ( 日 PT に AL) - INPUT ] 端モ 

MD デッキ用のデジタル入力端テです。 

@ [DIGITAL ( 日 PT に AL) - OUTPUTS - MD, CD ] 端子 

デジタル出力端子（オプティカル）です。 CD デッキと 
MD デッキの再生信号が、それぞれの端テから別々にデ 
ジタル出力されます。 

@ [CONTROL I/O (RS-232C)] コネクター 

外部の PC などから、 RS -232 C 対応のシリアル制御を 
行なうことができます。 
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リモコン 


共用 キー 


MD 操作キ ー/ CD 操作キー 


€ 


€ 


巧 

a 



包 

⑩ 

-© 


⑩ 


3 


远 
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适 
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巧 
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共用 キー 

しツ下の©しソ降に説明するキーは MD デッキと CD デッキの 包 N0 キー 

共用キーで、〇で選択されたデッキをコント□ールします。 本体の N 0キーと同じ働さをしまず。 


OCD/MD 選択スイッチ 

「 U モコンマスター」を選がします。[一19ページ 
「表示マスターと U モコンマスター」] 

L ソ下の「共用キー」で説明ずるキーは、1」モコンマスタ 
- ( CD または MD ) デッキに巧して機能します。 

© 数字キー ( 〇 ~9) 

トラックナンバーの選択、タイムサーチに使われます。 
また M □のタイトル入カモード時の文字入力（アルファ 
ベット、記号、数字、カタカナ）に使われます。入力で 
きる文字はキーの上に表記されています。 


ごを意 ! 


トラックナンバーの選択、タイムサーチは、表示マスタ 
ーデッキに巧して実行されます。リモコンマスターに巧 


〇 ENT/YES キー 

本体の YES キー（および ENTER キー）と同じ働さをし 
まず。 

© REPEAT キー 

U ピートモードのオン/オフを行ないます。オンのとさ 
は表示窓に’ ’ REPEAT " が点灯します。[一2目ページ 
「繰り返して再生する」] 

U ピートモード選択は電源を切ってち記憶されています。 

0 A-B REPEAT 

A - 目 U ピートモードのオン/オフおよびリピート範囲の 
設定を行ないます。 [ ^ 2日ページ「任意の区間を繰り 
返して再生ずる （ A - 目リピート再生)」] 

⑩ AUTO CUE キー 


してではありません。 


おことね D 


このキーはタイトル入力時の文字入力にち使いますび、 
本取扱説明書では「数字キー」と呼ぶことにします。 


包 P.M0DE キー 

再生モードを切り換えまず。 

選択中のプレイモードは表示窓にし U 下のよラに表示され 
まず。 


通常再ち（巧順再生) 
シングル再生： 

プ□グラム再生： 
ランダム再生： 


無点な 

SING に点巧 
PROGRAM 点巧 
RANDOM 点な 


通常再生しソがの各モードについては「1巧だけ再生ずる」 
に7ぺージ)、「希望の曲を希望の順に再生する」]に8 
ページ）、「ランダムに再生する」] (29 ページ）をご覧 
<ださい。 

プレイモード選巧は電源を切っても記憶されていまず。 


オートキューモードのオン/オフを行ないます。オンの 
とき、表示窓に "A CUE " び点なします。[一2巳ぺージ 
「曲の頭で待機する（オートキュー)」] 

オートキュー設定は電源を切ってを記憶されていまず。 

の AUTO READY キー 

オートレディモードのオン/オフを行ないます。オンの 
とき、表示窓に " A READY " び点口します。[一2己ぺ一 
ジ「1巧再をするごとに待機する」] 

オートレディ設定は電源を切ってを記憶されていまず。 

⑩ D 旧 / GROUP キー 

停止中にこのキーを押すと、 U モコンマスター設定に応 
じて、 MP 3 ディスクのディレクト U 再生モードあるい 
は MD のグループ再生モードのオン/オフを行ないます。 
[一 3] ぺージ rMP 3 ファイルのディレクト U 再を」] 
[一32ページ 「 MD のグループ再生」] 

⑩ TIME キー 

本体の TIME キーと同じ働きをします。 


〇 INS キー 

MD のタイトル入カモード時、カーソル位置にスペース 
を挿入します。 

包 DEL/CLR キー 

トラックナンバー 入力中、 このキーを押すとトラックナ 
ンバーびク1」アーされまず。 

プ□グラム入力時、選択中のプ□グラムナンバーのトラ 
ックび削除されます。 

タイトル入カモード時、カーソル位置の文字び削除され 
まず。 


⑩ D 旧 PLAY キー 

停止中にこのキーを押すと、現在のディスクタイトルび 
表示窓に表示され、再生中（または再生待機中）に押ず 
と、現在のトラックタイトルび表示されまず。 

また、現在の表示マスターでないデッキ側に CD / MD 選 
択スイッチを切り換えてから D 旧 PLAY キーを押すこと 
により、表示マスターを切り換えることびでをます。 

⑩ MENU キー 

U モコンマスターに応じて CD メニューモードまたは 
MD メニューモードのオン/オフを切り換えます（本体 
の CD MENU キーまたは MD MENU キーと同様の機能)。 
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第 4 章各部の名称と機能 


⑩ MENU +/- キー 

メニューモード時、メニュー項目や設定値を選択します 
(本体の MULTI JOG ダイアルと同様の機能。ただし表 
お選が中のトラック選がは行えません)。 

め FADER キー 

巳□では、再生待機中に押すとフェードイン再を、再生 
中に押すとフェードアウト再生を行ないます。 

MD では、録音待機中に押ずとフェードイン録音、録音 
中に押すとフェードアウト録音を行ないます。 

⑩ DUBBING キー 

本体の DUBBING キーと同じ働ををします。[一33ぺ 
-ジ「第8章巳 D を MD にダビングする」] 


⑩ PITCH キー 

本体の M □操作部、 CD 操作部それぞれにある PITCH キ 
一/ダイアルを巧したとさと同様の働さをしまず。すな 
わち、ピッチコント□ールのオン/オフを行ないます。 [ 
一27ページ「巧のピッチををえる」] 

ピッチコントロールのオン/オフ設定は電源を切ってち 
記憶されています。 

⑩ PITCH +/- キー 

本体の MD 操作部、 CD 操作部それぞれにある円 TCH キ 
一/ダイアルを回したときと同様の働さをします。すな 
わち、ピッチコント□ールびオンの場合のピッチ値を設 
定します。[一27ページ「巧のピッチを変える」] 

ピッチ設定は電源を切ってを記憶されています。 


CD 操作キー 


® ィィキー 

再生時（または再生待機時）に巧し続けると、レビュー 
再生（サーチ）を行ないます。 

MP 3 ディスクびセットされている場合、停止時にこの 
キーを押すことによりディレクト U を選択でをます。 
(一方向） 

® ►► キー 

再生時（または再生待機時）に巧し続けると、キュー再 
生（サーチ）を行ないます。 

MP 3 ディスクびセットされている場合、停止時にこの 
キーを押ずことによりディレクト U を選択でをます。 
(+ 方向） 

® KEY キー 

キーチェンジ機能のオン/オフを行ないます。 

オンにすると、キーを変えて CD を再をすることびでを 
ます。キーをどれだけ変えるかの設定は、 CD メニュー 
から行ないます。[一30ページ「キーを変える」] 

キーチェンジ機能のオン/オフ設定は、電源を切ってを 
記憶されています。 


ゆ I ◄ィキー 

ノ—マルモード時、をち向のトラック選択（スキップ） 
やレビュー再を（サーチ）を行なラとさに使います。停 
止時このキーを巧すと、手前のトラックにスキップしま 
ず。停止時に押し続けると、高速でスキップします。再 
生時このキーを巧ずと、現在のトラックの頭にスキップ 
します。 

© ►►1 キー 

ノーマルモード時、 正方向のトラック選択（スキップ） 
やキュー再生（サーチ）を行なラとをに使います。停止 
時このキーを押すと、なのトラックにスキップします。 
停止時に押し続けると、高までスキップします。再生時 
このキーを押すと、次のトラックにスキップします。 

⑩ STOP (■) キー 

本体の CD 操作部の STOP キーと同じ働さをします。 

ゆ PLAY (►) キー 

本体の CD 操作部の PLAY キーと同じ働ををします。 

⑩ READY (II) キー 

本体の CD 操作部の READY キーと同じ働きをします。 
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第 4 章各部の名称と機能 


MD 操作キー 


© EDIT キー 

ノーマルモード、メニューモード、タイトル入カモード 
時にこのキーを巧ずと、 MD 編集モードになります。 

[一38ぺージ博10章 MD の編集」] 

MD 編集 モード 時にこの キーを 押すと、 ノーマルモード 
に戻ります。 

⑩ TITLE キー 

ノ—マルモード、メニューモード、 MD 編集モード時に 
このキーを押すと、タイトル入カモードになります。 

[一42ページ「名前を付ける」] 

タイトル入カモード時にこのキーを押すと、ノーマルモ 
ードに戻ります。 

ゆ CHARA キー 

タイ トル入カモード時にこのキーを押すと、 入カキャラ 
クタータイプび切り換わります。[- 42ページ「タイ 
トルの入力ち法」] 

キャラクタータイプ設定は表示窓に表示されます。 

英ル文字/記号：（無表示） 

英大文字/記号： " CAPS " 

カタカナ："カタカナ" 

⑩ SYNC キー 

入力信号レベルに応じて自動的に録音を開始/停止する 
シンク録音モードのオン/オフを行ないます。[一37 
ページ「シンク録音ずる」] 

オンのとき、表示窓に’’ SYNC " び点なします。 

⑩ ィィキー 

再生時（または再生待機時）に押し続けると、レビュー 
再生（サーチ）を行ないます。 

グループ モー ドびオンの場合、停止中にこの キーを 巧す 
ことにより グループを 選択できます（一ち向）。 

还） ►► キー 

再生時（または再生待機時）に押し続けると、キュー再 
を（サーチ）を行ないます。 

グループ モー ドびオンの場合、停止中にこの キーを 巧す 
ことにより グループを 選択できます （+ ち向）。 

⑩ AUTO TRACK キー 

M □録音時のオートトラック機能の設定を行ないます。 
" OFF "、 巨’’、 " DD \ Time ” の中から選択できます。 
[一3已ページ「トラックま号を付ける」] 

設定は電源を切っても記憶されていまず。 

⑩ INPUT SEL キー 

本体の INPUT SELE 巳 T キー同様、 MD 入カソースの還 
択を行ないます。このキー操作は、 U モコンマスターの 
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設定にかかわらず、常に有効です。 [ ^ 34ページ「入 
カ ソースを 選択ずる」] 

設定は電源を切っても記憶されています。 

@ RECORD (•) キー 

本体の MD 操作部の RECORD キーと同じ働きをします。 

⑩キー 

ノ—マルモード時、逆ち向のトラック選択（スキップ） 
やレビュー再生（サーチ）を行なラとさに使います。停 
止時このキーを押ずと、手前のトラックにスキップしま 
す。停止時に押し続けると、高までスキップします。再 
生時このキーを押ずと、現在のトラックの頭にスキップ 
します。 

タイトル入カ モード 時、この キーを 使って カーソルを 左 
に移動しまず。 

⑩キー 

ノーマルモード時、 正ち向のトラック選択（スキップ） 
やキュー再ち（サーチ）を行なラとをに使いまず。停止 
時このキーを押すと、なのトラックにスキップします。 
停止時に巧し続けると、高速でスキップします。再生時 
このキーを押すと、次のトラックにスキップします。 
タイトル入カモード時、このキーを使って カーソル をち 
に移動しまず。 

⑩ STOP (■) キー 

本体の MD 操作部の STOP キーと同じ働ををします。 

⑩ PLAY (►) キー 

本体の MD 操作部の PLAY キーと同じ働ををします。 

⑩ READY ( II )キー 

本体の MD 操作部の READY キーと同じ働さをします。 



第日章表示マスターとリモコンマスター 


〇 

U モコンマスターの選択 


U モコン上部の CD / MD 選択スイッチを使って、「リモコン 
マスター」を還おします。 U モコン上部の共用キーは U モ 
コンマスターデッキに巧して働さます。 

CD / MD 選択スイッチ 




d_| L2_| 13_| [lJ [LJ 

MNO /、 PORS マ TUV _ 中 WXVZ ラ ■' つ 

を LLJ 芭の 

: NT/YES 


口 


N0 ENT/YES 

ロロ 

AUTO DIR/ 
READY GROUP 

ロロ 


P.MODE INS 

ロロ 

A.B 

REPEAT REPEAT 

ロロ ____ 

TIME DISPLAY MENU - + 

ロロ ロロ ロ 

FADER DUBBING PITCH — 4- 

ロロ ロロ ロ 


'SEARCH —I KEY \ __ 

因因 

1- SKIP -1 STOP PLAY READY 

囚回因囚因 

mL lEti CH^ 1521‘… 


—' TITLE CHARA 

ロロ ロ 

GROUP SEARCH' AUTO 

I — SEARCH — 1 TRACK SEL RECORD 

因回ロロ因 

I - SKIP -1 STOP PLAV_ READY 

回回因因因 


CD インジケーター 


MD インジケーター 


ンジケーターが点灯します。 

リモコンから表示マスターを切り換えるには、 CD / MD 選 
おスイッチを表示マスターにしたいデッキ側に設定した状 
態で DISPLAY キーを押します。 


DISPLA 丫キー 


CD / MD 選択スイッチ 


0>./: 7 ABC a 0EF_* GHI 9 JKL 

ロロ ロロ ロ 

MNO A PQRS 7 TUV サ WXYZ ラ ' ' ワ 

「6 ~ l 「7 1 181 191[0~~| 

P.MODE INS DEL/CLR NO ENT/YES 

ロロ ロロ ロ 

A-B AUTO AUTO DIR/ 

REPEAT REPEAT CUE READY GROUP 

ロロ ロ ロ ロ 

TIME I DISPLAY 1 MENU — + 

-si □」 □ □ □ 

FADER DUBBING PITCH - + 

ロロ ロロ ロ 


1— SEARCH —1 KEY \ __ 

囚 rasr □ 

I - SKIP - 1 STOP PLAY READY 

囚回因囚因 I 

ロロ ロ rn\MD 

GROUP SEARCH/ AUTO INPUT I 


ごを意! 


U モコンの巧用キーを使って操作を行なラ場合、リモコン 
マスターデッキと表示マスターデッキび一致していないと、 
操作の結果び表示窓に表示されません。操作結果をお認ず 
るには、 U モコンマスターデッキと表示マスターデッキび 
一致していることび必要です。 


本機には CD デッキと MD デッキび搭載されています。本 
体の表示窓や U モコン上部のキーはこれらのデッキで共用 
になっており、常にいずれか一ちのデッキ用として機能し 
まず。本書では、表示窓に情報を表示されるデッキを「表 
示マスター」、 U モコンの共用キーの操作先のデッキを「リ 
モコンマスター」と呼びます。 


表示マスター①選択 


本体の CD キーまたは MD キーを巧すと、そのデッキび 
「表示マスター」になり、 CD インジケーターまたは MD イ 

MD キー 


CD キー 



離5妇戀 


!回 


育 I 


宣 


赤り ◎ 
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第目章メニュー操作 


本機では各種設定や編集操作を、表示窓に表示されるメニュー項目を使って行ないます。 

なおメニュー設定項目の中には、リモコンのダイレクトキーを使って設定できる項目もあります。 


メニューの構成 


メニューには CD メニューと M □メニューびあります。それぞれのメニューの下にサブメニューびあり、各サブメニュー内に 
はメニュー項目びあります。全体の構成は LU 下のようになっています。 


CD メニュー 




メニユー項目 

機能 

参照個所 

ページ 

CD PLAY サブメニューに□の再生に関する項目） 

PLAY MODE 

再生モードの設定 

「再生モードについて」 

23 

REPEAT 

U ピートモードの設定 

「繰り返して再生する （ U ピート再生)」 

26 

A CUE LEVEL 

才ートキューレベルの設定 

「巧の頭で待機ずる（オートキュー)」 

2已 

A CUE 

オートキューのオン/オフ 

「巧の頭で待機する（オートキュー)」 

25 

A READY 

オートレディのオン/オフ 

「1巧再生するごとに待機する（オートレディ）」 

26 

PITCH STEP 

ピッチコント □ レ可変ピッチの設定 

「巧のピッチを変える（ピッチコント□-ル)」 

27 

EOM TRK 

トラックでの EOM モードおよび動作時間 

「ディスクやトラックの終了を予告表示ずる ( EOM)J 

2白 

EOM DISC 

ディスクでの E 0 M モードおよび動作時間 

「ディスクやトラックの終了を予告表おする （ E 0 M )」 

29 

TIMER PLAY 

タイマープレイのオン/オフ 

「タイマー再生をする」 

27 

KEY LEVEL 

キーコント□ールレべルの設定 

「キーを変える」 

30 

DIR MODE 

MP 3 ディスクのディレクトリモードのオン/オフ 

「 MP 3 ファイルのデイレクト U 再生」 

31 

MP 3 ACTION 

M P 3 ファイル再生時のエラー処理設定 

「 MP 3 ACTION の設定」 

31 


CD VOL FUNC ヴブメニュー ( CD のボ U ューム機能に関する項目) 


PLAY VOLUME 

出カレベルの設定 

「出カボ U ユーム調整」 

30 

FADE IN 

フェードイン動作時間の設定 

「フエードイン/フエードアウト再生」 

30 

FADE OUT 

フェードアウト動作時間の設定 

「フエードイン/フエードアウト再生」 

30 

FADE MODE 

フェードアウト完了後の動作モードの設定 

「フエードイン/フエードアウト再生」 

30 


SERIAL ヴブメこユー 

( RS -232 C 通信に関する項目） 



BAUD RATE 

通信速度の設定 

r 通信設定」 

46 

LENGTH 

通信データ長の設定 

「通信設定」 

46 

PARITY 

通信バ1」ティビットの設を 

「通信設定」 

46 

STOP BIT 

通信ストップビットの設定 

r 通信設定」 

46 


SYSTEM ヴブメニュ- 

-(本機全体に関する項目） 



KEYBOARD 

接続キーボードタイプの設定 

「キーボードタイプの設定」 

44 

COMMON 

COMM 日 N 出力の CD / MD の優先順位 

「モニターについて」 

24 

CD P TIME 

CD の総再生時間の確認 

「サービスデータのお認」 

46 

MD P TIME 

MD の総再生時間の確認 

「サービスデータのお認」 

46 

MD R TIME 

MD の総録音時間の確認 

「サービスデータのお認」 

46 

旧 REMOTE 

1」モ]ン旧 C - MC 1 ) 操作の禁止/許巧の設を 

「><こュー操作の基本1 

22 

F.PRESET 

ち種設定を工場出荷状態に戻す 

「サービスデータのお認」 

46 
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第巨章メニュー操作 


MD メニュー 




メニュー項目 

機能 

参照個所 

ページ 

MD PLAY サブメニュー 

( MD の再生に関する項目） 



PLAY MODE 

再生モードの設定 

「再生モードについて」 

23 

REPEAT 

リピートモードの設定 

「繰り返して再生する （ IJ ピート再生)」 

26 

A-CUE LEVEL 

才ートキューレベルの設定 

「曲の頭で待機する（オートキュー)」 

2巳 

A-CUE 

オートキューのオン/オフ 

「巧の頭で待機する（オートキュー)」 

2已 

A-READY 

オートレディのオン/オフ 

「1曲再生ずるごとに待機する（オートレディ）」 

26 

PITCH STEP 

ピッチコント □ レ可変ピッチの設定 

「巧のピッチを変える（ピッチコント□ール)」 

27 

EOM TRK 

トラックでの EOM モードおよび動作時間 

「ディスクやトラックの終了を予告表示ずる EOM )」 

29 

EOM DISC 

ディスクでの EOM モードおよび動作時間 

「ディスクやトラックの終了を予告表おする COM )」 

29 

TIMER PLAY 

タイマープレイのオン/オフ 

「タイマー再生をする」 

27 

GRP MODE 

グループモードのオン/オフ 

「 MD のグループ再生」 

32 


MD VOL FUN 巳ヴブメニュー ( MD のボ U ューム機能に関する項目) 


REC VOLUME 

入カレベルの設定 

r 録音の基本操作」 

34 

FADE IN 

フェードイン動作時間の設定 

「フエードイン/フエードアウト録音」 

36 

FADE OUT 

フェードアウト動作時間の設定 

「フエードイン/フエードアウト録音」 

36 

FADE MODE 

フェードアウト後の動作モードの設定 

「フエードイン/フエードアウト録音」 

36 


REC サブ X こユー 

( M □の録音が態に関する項目） 



REC MODE 

録音モードの設定 

r 録音モードを設定する」 

33 

REC SPEED 

ダビングモード時のスピード設定 

r 録音スピードを設定する」 

33 

SYNC LEVEL 

シンク録音の動作レベル 

「シンク録音する」 

37 

SYNC 

シンク録音モードのオン/オフ 

「シンク録音する」 

37 

A.TRKTIME 

タイムトラックインク U メント時間の設定 

「トラックま号を付ける」 

吕巳 

A TRK LEVEL 

オートトラック動作レベル 

「トラックま号を付ける」 

3已 

A TRK 

オートトラックモード 

「トラックま号を付ける」 

吕已 

TM.REC 

タイムマシン録音時間 

「タイムマシン機能」 

36 


EDIT サブ X こユー 

( MD の編集機能に関する項目） 



DIVIDE 

トラックの分割 

「トラックを分割する （ DIVIDE 機能)」 

39 

COMBINE 

トラックの結合 

「トラックを結合する（巳 OMBINE 機能)」 

40 

MOVE 

トラックの移動 

「トラックを移動する （ MOVE 機能)」 

40 

GRP CREATE 

グループの作成 

「グループを作る」 

41 

白 RP CANCEL 

グループの解除 

「グループを解除する」 

41 

ERASE DISC 

ディスクの消去 

「全トラックを消まする (ERASE DISOJ 

38 

ERASE TRK 

トラックの消ま 

「トラックを消去する （ERASE TRK )」 

39 

UNDO 

編集操作のアンドゥ 

「編集操作について」 

38 


TITLE サブメニュー （ MD のタイトル編集機能に関する項目） 

TITLE INPUT 

トラツク名またはデイスク名の入力 

「名前を付ける （ TIT に機働」 

42 

TITLE GRP 

グループ名の入力 

「グループ名を付ける」 

43 
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第巨章メニューの操作 


メニュー操作の基本 

1.蒂望のメニュー ( CD メニューまたは MD メニュ ー) 
を選択します。 

本体操作の場合： 

CD MENU キーまたは MD MENU キーを押して 、 CD 
メニューまたは MD メニューに入ります。 

リモコン操作の場合： 

MENU キーを押すと、 CD / MD 逞択スイッチで設定した 
U モコンマスターに応じて CD メニューまたは MD メニ 
ユーに入ります。 

サブメニュー選択画面になります。 


(例 ） CD P し H V ? 


メモ 


メニューモードに入ると、 C □メニューの場合は本体の 
CD インジケーター、 M □メニューの場合は MD インジ 
ケーターび点滅しまず。 

表示マスターと異なるデッキのメニューを選巧した場合、 
表示マスターのインジケーターは点灯したままで、メニ 
ューモードのデッキのインジケーターび点滅します。 

表示マスターと同じデッキのメニューを選択した場合、 
インジケーターは点滅になります。 

2. 岳望のヴブメニューを還択します。 

本体操作の場合： 

MULTI JOG ダイアルを使って選択し、 ENTER キー 
(または YES キー）を押します。 

リモコン操作の場合： 

MENU +/- キーを使って選択し、 ENT / YES キーを巧 
します。 

メニュー項目選択画面になります。 


(何 J ) r L M V 鬥 U D h：L 


メモ 


メニュー項目選択画面からサブメニュー選択画面に戻り 
たい場合は、本体またはリモコンの N 0キーを押します。 

五蒂望のメニュー項目を選択します。 

本体操作の場合： 

MULTI 」0 G ダイアルを使って選択し、 ENTER キーを 
巧しまず。 


リモコン操作の場合： 

MENU +/- キーを使って還おし、 ENT / YES キーを巧 
しよ9 〇 

設定画面になります。 


(イ列） t 1 〇なを..:•し〇 ri す.. 


メモ 


メニュー項目選択画面に戻りたい場合は、本体または I 」 
モコンの N 0キーを押します。ただし、 EUT メニュー項 
目の場合、 N 0キーを押すとメニューモードを巧けまず。 

4.設定を行ないまず。 

本体操作の場合： 

MULTI JOG ダイアルを使って選択肢を選び 、 ENTER 
キーを押します。 

リモコン操作の場合： 

MENU +/- キーを使って選択肢を還び、 ENT / YES キ 
一を押しまず。 


メモ 


•時間表示など、認のみで設定のないメニュー項目ち 
友 D ます。 

♦ MD 編集メニューの操作については「第10章 MD 
の編集」 （38 ページ〜）、タイトルメニューの操作に 
ついては「名前の入力ち法」 （42 ページ）をご覧くだ 
さい。 

己.設定（あるいは確認）後（メニュー項目表示中）、 
じ TF の操作でメニューモードを巧けます。 

本体操作の場合： 

現在のメニューモードに対応する CD MENU キーまたは 
MD MENU キーを押します。 

リモコン操作の場合： 

MENU キーを押します。 

C D インジケーターまたは M D インジケーターの点滅び 
終わります。 


メモ 


CD メニューの SYSTEM サブメニュー内の’’旧 
REMOTE ? "項目の設をにより、本機び特定のキーを除 
いて U モコンからの操作を受け付けなくずることびでさ 
よす 0 

"Enable "に設定すると、リモコンからの全てのキー操 
作び可能となります。 
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第 7 章 CD や MD を再生する 


本機で巳□や MD を再生することびできます。基本的な再 
生およびをくの再生機能は、巳□デッキと M □デッキとでほ 
とんど同じです。本章ではこれらの再生機能についてまず 
説明します（〜29ページ）。そのあと、 CD のみの再生機 
能 （30 ぺージ）、 MP 3ディスクのディレクトリ再生 （31 
ページ）、および M □のグループ再生 （32 ページ）につい 
て説明しまず。 


再生可能なディスクについて 


本機の巳 D デッキ、 MD デッキで、(下のディスクを再生す 
ることびでさまず。 

CD デッキ 

( CD - DA フォーマットで記録された)巿販のオーディオ CD 、 
フアイナライズされている巳 D - DA フォーマットディスク、 
または旧09己日0フォーマットで記録された MP 3 フアイ 
ル 

MD デッキ 

標準、 LP 2、 LP 4 または MONO モードで記録した才ーデ 
イオ MD 


再生モードについて 


本機の巳□デッキおよび MD デッキには、それぞれ4つの 
再生モードびあります。選択中の再生モードは表示窓に点 
灯表示されます。 

通常再生に ountinuous ) モード：無点な 
シング j レ再生モード： SINGLE 点な 

プログラム再生モード： PROGRAM 赤色点な 
ランダム再生モード： RANDOM 赤色点灯 

再生モードは U モコンの P . MODE キーで切り換えられま 
す。キーを押すたびにつざの順に切り換わります。 

一 Cont -► Single -*■ Program -► Random 

♦ MD メニュ ー、 または巳 D メニューの PLAY サブメニュ 
-内の ’ ipLAY MODE ?" 項目で選がずることもできます。 

なお本書では特に断りびないかざり、通常再をモード 
( Countinuous モード）に設定されている前提で説明しま 
す。 


再生の基本操作 

1. POWER スイッチを巧して電源を入れまず。 

表示窓に" N 0 D 旧 C " び表示されます。 

2. ディスクをセットします。 

参 CD の場合 

2-1. OPEN / CLOSE キーを巧して、 CD ディスクトレ 
イを開をまず。 

2-2. ラベル面を上にして CD ディスクをのせまず。 

2-3. OPEN / CLOSE キーを巧して、 CD ディスクトレ 
イを閉じます。 

ディスクをセットすると、表示窓に総トラック数と総再 
生時間び表示されます。 


メモ 


上言己 2-3 で OPEN / CLOSE キーを押す代わ0に PLAY 
キー（あるいは READY キー）を押すと、ディスクトレ 
イを閉じて再生び始まります（あるいは再を待機になり 
ます)。 

• MD の場合 

2-1. ラベル面を上にして矢印の向をに、 MD ディスクを 
MD 挿入□に差し込みまず。 

ディスクをセットすると、表示窓にディスク名（付いてい 
る場合)、総トラック数および総再生時間び表示されまず。 

3. PLAY キーを巧します。 

’>" び点灯し、1トラック目から再生び始まります。 

トラックま号表示部に再生中のトラックま号び表示され 
ます。 

■再生を止めるには 

STOP キーを巧します。 

■再生を一時停止ずるには 

READY キーを押します。 

"11" び点灯し、再生待機状態になります。再度、再生する 
には PLAY キーを押します。 

■ディスクを取り出ずには 

巳 D を取り出すには本体の OPEN / CLOSE キーを巧しま 
ず。 MD を取り出ずには本体の EJECT キーを押します。 

■を望のトラックを聞くには 

本体操作の場合、キーを使ってトラックを逞 
おします。 

U モコン操作の場合、 [◄◄/►► I キーを使って還がする 
か、または直接数字キーを押して指定します。 [ ^ 24 


ページ「還曲ずる」] 
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第 7 章 CD や MD を再生する 


モニター について 


へッ ドホンで モニターす るには 

POWER スイッチの下の PHONES ジ ヤッ クにへッドホン 
のプラグを差し込み、ソース切換スイッチでモニターソー 
スを選択、レベルつまみでレベルを調節します。 

ソース切換スイッチを’’巳□"または" MD " に設定ずると、それ 
ぞれのデッキの出力信号をモニターずることびでさまず。 
" COMMON " に設定すると、信号を出力している側のデッキ 
をモニターすることびでさます（詳細についてはし下の 
「 COMMON 出力について」をご覧ください)。 


ごを意! 


へッドホンをご使用になるとさは、音量を上げ過ぎないよ 
ラにごま意<ださい。耳を刺激するよラな大さな音量で長 
時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびありま 
す。 


COMMON 出力について 

U アパネルの COMMON 端子、およびソース切換スイッチ 
を’ ’ COMMON " に設定した場合のへッドホン出力端子から 
は、 C □デッキと MD デッキ両方の出力信号び出力されまず。 
ただし両方のデッキび信号を出力している場合、 CD メニュ 
一の SYSTEM サブメニュー内の’’ COMMON ? "項目で設定 
されているデッキ （" C □"または’’ MD ") の信号び優先的に出 
力されます。 


メモ 


"巳0 M M 0 N ? "項目で設定されているデツキび再生待機や録 
音待機の場合を、巳 OMMON 出力のソースとして優先され 
ます。 


表示 マスターとリモコンマスターの 選択 

単純な再生だけであれば本体またはリモコンの操作キーを 
使って直接実行でをますび、デッキ/ディスク情報を表示 
窓に表示するには再生するデッキを「表示マスター」に設 
定します。また、さまざまな再生機能を U モコンから行な 
ラには「1」モコンマスター」に設定する必要びあります。 
[一19ページ「第已章表示マスターと1」モコンマスタ 

-J ] 


選曲する 


スキップ機能を使う 

スキップキー（本体の!キーまたはリモコンの 
■◄◄/►► I キー）を使ってトラックを遲択します。 

選択を、 PLAY キーを押すと指定トラックの再をび始まり 
まず。また READY キーを押すと指定トラックの頭で再生 
待機になります。 

再生中にキーを]回押すと再生中のトラックの頭にス 
キップします。手前のトラックにスキップするには、 
キーを繰り返し巧します。 

トラックを番号指定する 

リモコンの数字キーを使ってトラックま号を直接指定する 
ことびでをます。 

2巧や3巧のトラックま号の場合ち単純に高い巧の数字か 
ら順に入力します。 

トラック9の場合： 9を入力（表示は’’ 009") 

トラック12の場合：1 一2を入力（表示は’’01 2") 
トラック103の場合：1 一0一 3を入力 
(表示は’’ 103") 

入力後、 PLAY キーを押すと指定トラックの再をび始まり 
まず。 READY キーを押ずと指定トラックの頭で再生待機 
になります。 


サーチする 


再生中（または再生待機中）、トラックの中の聞きたい部分 
をサーチすることびでをます。 

U モコンを使って サーチす るには、 サーチキー (◄◄/►► 
キー）を押し続けます。 

本体の キーを 使って サーチす るには、 144 / ►►! キーを 押し 
続けます。押してすぐに離すと、スキップ動作を行なって 
しまいますので、ごを意< ださい。 

因 

MP 3 ディスクに巧しては、サーチ機能び働きません。 


操作ミスを防ぐために、表示マスターと U モコンマスター 
を一致させてご使用になることをお勧めします。 
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第 7 章 CD や MD を再生する 


タイムサーチ機能 


特定のトラックの頭からの時間を指定することによって、 
希望トラックの希望の位置から再生することびできます。 


基本操作 

1. 停止中、再生中または再生待機中、リモコンの数字キー 
を使って、 3 巧のトラック番号（トラック吕であれば 
"002") およびトラック頭か 6 の経過時間 （ *** 分 ** 秒） 
を続けて直接入力しまず。 

例：トラック2の 1 分30秒の位置を指定する場合 
"002 0013ぴを入力 


メモ 


参 MP 3 ディスクの場合、トラック内の時間指定びできま 
せん。トラックま号 （3 巧）を入力した時点で指定トラ 
ックの頭から再生び始まります。 

参入力中、表示窓のカウンター表お部は点滅します。 

• 時間表示モードにかかわらず、トラック頭からの時間を 
指定しまず。 

最後の巧まで入力ずると自動的に指定位置を□ケートしま 
す。 

停止中または再生中の場合、ただちにその位置から再生を 
始めます。 

再生待機中の場合、その位置で再生待機になります。 


ご注意 ! 


存なしない位置を指定ずると、その時点で設定操作び解除 
されます。 


応用操作 

秒巧まで入力しないでを、 PLAY キー(あるいは READY 
キー）を巧ずことにより、入力した指定位置から再生を始 
める（あるいは指定位置で再ち待機する）ことびでをます。 

トラックのみを指定（トラックサーチ） 

「選巧する」の「トラックをま号指定する」（一24ページ） 
で説明したち法びこれに当たりまず。 

3巧のトラック番号を指定してから PLAY キーを巧すと、 
再生び始まります。 PLAY キーの代わりに READY キーを 
押ずと、再生待機になります。 

時間を分巧まで指定 

3巧のトラックま号とトラック頭からの経過分 （*** 分）を 
入力してから PLAY キーを押すと、再生び始まります。 


PLAY キーの代わりに READY キーを押すと、再生待機に 
なりまず。 

例；トラック2の1分00砂の位置を指定する場合 
"002 001"を入力 


メモ 


さらに上記の例では、0 一 0 一 2一 1と入力するだけ 
でも、同じ位置を□ケートします。 


曲の頭で待機する（オートキュー） 

オートキュー機能をオンにすると、トラックを選択したと 
さに（トラックの始まりではなく）音の立ち上びり位置で 
再生待機します。したびって、選曲したあとに PLAY キー 
を押すと、瞬時に音楽び始まります。 

オートキューのオン/オフおよび音の立ち上びり位置の検 
出レベルは、 CD 、 MD 別々に設定することびできます。 


ごを意 ! 


標準モード！;!外の録音モードで記録された MD トラックに 
対してはオートキューび機能しません（オートキュー機能 
をオンにしていてち、トラックの先頭で待機します）。 


メモ 


停止中、トラック]の音の立ち上びり位置で再生待機にし 
たい場合は、停止中に READY キーを押します。 

■ 才ートキュー機能をオン/オフずるには 

リモコンの AUTO CUE キーを押すと、表示マスターの 
オートキュー機能のオン/オフび切り換わります。 

MD メニュー、 C □メニューの PLAY サブメニュー内の 
’’ A _巳 UE ?’|項目を使って、それぞれのデッキの才ートキ 
ュー機能のオン/オフを設定することをできます（初期 
設定： OFF )。 

オンのとさ、表示窓に" A . CUE " び点灯します。 

オートキュー設定は電源を切っても記憶されています。 

■ 音の立ち上びり位置の検出レベルを設定ずるには 

MD メニューあるいは巳 D メニューの PLAY サブメニュ 
-内の’’ A_CUE LEVEL ?" 項目を使って、それぞれのデッ 
キにおける音の立ち上びり位置の検出レベルを設定する 
ことびでをまず。設定可能な値は 一 72 dB 〜一 24 clB の 
範囲（日 dB 間隔）でず。 


メモ 


オートキューポイントをサーチ中、表示窓内の>び点滅し 
ます（サーチ中はオーディオ出力は5ユートされます)。 
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第 7 章 CD や MD を再生する 


1曲再生するごとに待機する（才ートレディ） 

オートレディ機能をオンにすると、トラックを再生するご 
とに次のトラックの先頭で再生待機になります。 

スキップ機能を使つてトラックをスキップした場合も、選 
択したトラックの先頭で再生待機になります。 


メモ 


才ートキュー機能をオンになっている場合は、トラックの 
先頭ではなく、音の立ち上びり位置で再生待機になります。 

■ オートレディ機能をオン/オフずるには 

U モコンの AUTO READY キーを押ずと、表示マスター 
のオート レディ機能のオン/オフび切り換わります。 

MD メニュー、巳 D メニューの PLAY サブメニュー内の 
’’ A _ READY ?|’ 項目を使って、それぞれのデッキのオート 
レディ機能のオン/オフを設定することもできまず（巧 
期設定： OFF )。 

オンのとき、表示窓に’’ A . READY " び点なします。 

オートレディ設定は電源を切つても記憶されていまず。 


繰り返して再生する（リピート再生） 

リモコンの REPEAT キーを押して U ピートモードをオンに 
すると、ディスクの全トラックを繰り返して再生すること 
びでをます。 

再生中に U ピートモードをオンにした場合は、そのまま再 
生を続け、ディスクの最後まで再生ずると再び先頭から再 
生を始めます。停止中にオンにした場合は PLAY キーを巧 
します。 

♦ MD メニュー、巳 D メニューの PLAY サブメニュー内の 
" REPEAT ?" 項目を使って、それぞれのデッキのリピー 
卜機能のオン/オフを設定することちでさます。 

♦プ□グラム機能、シングル機能、ランダム機能と組み合 
わせることにより、プ□グラム U ピート、]巧リピート、 
ランダム U ピートをでさます。 


任意の区間を繰り返して再生する 
( A - 己リピート再生） 


聞きたい区間 （ A - B ) を指をして、繰り返し聞くことびで 
をます。 

1.再生中、繰り返して聞きたい区間の始点で、リモコンの 
A-B REPEAT キーを巧しまず。 

表示窓に’’ A -" び点滅します。 

吕.繰り返して聞きたい区間の終点で、再度リモコンの A-B 
REPEAT キーを巧しまず。 

表示窓に" REPEAT "、" A - B " び点灯し、指定した区間 （ A - 
B ) を繰り返し再をします。 

■ A-B IJ ピートを解除して再生を続けるには 

もう一度 A-B REPEAT キーを押しまず。 

•ランダムモードやプ□グラムモードでは、トラックをま 
たぐ A - B リピートはでさません。 

♦ STOP キーを押すと、指定した部分 （ A - B ) は消滅しま 
す。 


メモ 


参トラックをまたいでの A - B 区間の設定は行えません。 

• MP 3 ディスクに対しては A-B U ピート機能は働きませ 
ん。 


CD と MD を連続演奏する 


C □と M □を交互に再生することびでさます。 

1 . 本体の CONT PLAY スイッチを ON に設定ずる。 

2. CD (または MD ) を再生ずる。 

CD (または MD ) の再生び終了すると、自動的に MD 
(または CD ) び再生を開始します。 

その後も、ディスクびセットされているかざり交互に再 
をを行ないます。 


メモ 


♦ CD と MD の連続再生動作中、再生中のデッキび自動的 
に表示マスターになります。 

♦ U ピートモードをオンにしている時は、連続再生せずに 
U ピート動作をします。 


■連続演奏を止めるには 

STOP キーを押します。 
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タイマー再生をする 


市販のタイマーなどを使ってが部から本機に電源を投入ず 
ることにより、を望のタイ5ングで本機を再生することび 
でさます。 

1. あ5かじめ、本機の電源をタイマーの電源出力か S 取る 
よラに接続しまず。 

2. 再生ずるディスク （ CD または MD ) をセットしまず。 

3. MD メニューまたは CD メニューの PLAY サブメニュ ー 
内の " TIMER PLAY ?" 項目を使って、それぞれのデッキ 
のタイマー磯能をオンにしまず。 

オンにすると表示窓にタイマーアイコンび点なします。 

4. タイマーを希望の時刻にセットしまず。 

希望の時刻になると本機の電源びオンになり、自動的に 
再生を始めます。 


メモ 


MD と巳 D どちらか一ちのデッキのみをタイマー再生モード 
にして本機の電源をオンにしたとを、タイマー再生を始め 
るデッキび本機の表示マスターになります。 


曲のピッチを変える（ピッチコント□-ル） 

オーディオ CD や MD を再生するとき、再生ピッチ（音程 
およびスピード）ををえることびでをます。 MD では± 
12.5%.オーディオ CD では+1己〇/〇〜一已0%の範囲で設 
定でさます。 


メモ 


MP 3 ディスクに対してはピッチコント□-ルび働きませ 
ん。 


■ リモコンか5巧なラ場合 

1. 停止、再生または再生待機中、リモコンの PITCH キー 
を巧してピッチコント□-ル機能をオンにしまず。 

2. PITCH +/- キーを使ってピッチを設定しまず。 

0.1 %単位でピッチを変更できます。 

四 

• ピッチコント□ールは通常の再生時のみ働きます。録音 
時はピッチコント□ールび働をません。 

• MD の場合、ピッチコント□-ル機能びオンのときには 
再生信号びデジタル出力されません （ CD の場合は出力 
されます)。 

• 再生中にピッチコント□ールのオン/オフを切り替える 
と、再生音び一瞬途切れまず。 

• MD の LP 2 モー ドではピッチ コン ト□-ル機能は使用で 
さません。 


1曲だけ再生する（シングル) 


1トラックだけ再生することびできます。 

1.停止中にリモコンの P . MODE キー(プレイモードキ ー) 
を巧して、表示窓に" SINGLE " を点なさせまず。 

選択したトラックを再生終了後、停止します。 


メモ 


•リピート機能をオンにしておくことにより、1トラック 
を U ピート再生することびでをます。 

♦ MD メニュー、 C □メニューの PLAY サブメニュー内の 
"PLAY MODE ?" 項目を使ってシングル再生モードに設 
定することもできます。 

• 電源を切ってをシングルモードは解除されません。 


■本機か5巧な5場合 

1. 停止、再生または再生待機中、本機の PITCH つまみ 
( CD 、 MD それぞれ独立）を巧してピッチコント□-ル 
機能をオンにしまず。 

2. 円 TCH つまみを回して、ピッチを設定しまず。 


メモ 


MD >< ニュー、 CD メこューの PLAY サブ; >< こュー内の 
"PITCH STEP ?" 項目を使って、ピッチ コント □-ルの可変 
ピッチを日.1〇/〇〜].日％の範囲（日.1〇/〇ステップ）で設定す 
ることができます（初期設定：日.1%)。 
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希望の曲を希望の順に再生する 
(プ□グラム再生） 


希望のトラックを希望の順にプ□グラムして再生ずること 
がでをます。 

CD では最大目目トラック、 MD では最大2己トラックまで 
プ□グラムすることがでさます。 

1.停止中に、表示窓に" Pro 呂 ram " を表示するまでリモコン 
の P . MODE キー（プレイモードキー）を押しまず。 

キャラクター表示部にプ□グラム数とプ□グラム総時間 
が表示されます。 



プ□グラム数 プ□グラム総時間 


メモ 


MD メニュー、巳 D メニューの PLAY ヴブメニュー内の 
"PLAY MODE? "項目を使ってプ□グラム再生モードに設定 
することちでさます。 

吕.リモコンの数字キーを使って、プ□グラムしたいトラッ 
クま号を指定し、 ENT / YES キーを巧しまず。 

トラックま号びプ□グラムされます。 


メモ 


本体操作でプログラム設定を行なラには、 MULTI」0G ダ 
イアルを使ってトラックま号を還んでから ENTER キーを 
押しまず。 

3.上記の手順2を繰り返してプ□グラムしていきまず。 

プ□グラムするたびに、表示窓のプ□グラム数とプ□グ 
ラム総時間び増えていさます。 

■ プ□グラム内容を確認するには 

再生中または再生一時停止中に、スキップキーを巧しま 
す。 


メモ 


プ□グラムしたトラックの総再生時間が CD で目目日分已吕 

秒、 MD で71己分4日砂し: Lb になるとになると、’’- m 

- S "を表示しまず。 

4.プ□グラム設定完了を、 PLAY キーを巧しまず。 

プ□グラム順に再生が始まります。 


ごを意! 


PLAY キーを押さずに STOP キーを押すとプ□グラムデー 
夕び消滅します。 


プ□グラム巧を削除ずる 

1. 停止中にスキップキーを使って、削除したいトラックを 
トラック表示部に表示しまず。 

2. DEL / CLR キーを巧しまず。 

巧 

停止中に直接、 DEL/CLR キーを押すと、最後にプ□グラ 
ムしたトラックび削除されます。 


プ□グラム巧を追加する 

1.停止中にスキップキーを使って、追加巧を挿入ずるプロ 
グラム位置の手前のトラックをトラック表示部に表示し 
まず。 

吕.数字キーを使って追加曲のトラック番号を入力しまず。 

3. ENT / YES キーを巧しまず。 

四 

♦停止中に直接、追加曲のトラックま号を入力して 
ENT/YES キーを押すと、プログラムの最後に追加され 
ます。 

♦本体操作でプ□グラム曲を追加するには、 MULTI JOG 
ダイアルを使ってトラックま号を選んでから ENTER キ 
一を押しまず。 


プ□グラム上の制約 

• M □ディスクでグループモードをオンにしている場合、 
グループをまたいだプログラムはでをません。 

• MP3 ディスクでディレクト U モードをオンにしている 
場合、ディレクト U をまたいだプログラムはできません。 

♦同じトラックを繰り返してプ□グラムでさます。 

• C □では99トラック、 MD では2已トラックまでプ□グ 
ラムできます。それじ(上プログラムしようとすると 
"PGM Full!" び表示され、プ□グラムできません。 


プ□グラムデータの f 呆持に関して 

• プ□グラム再生び終了して停止したとき、または STOP 
キーを押して停止したとき、プ□グラムデータはイ呆持さ 
れています。 

• 電源を切ってをプ□グラム再生モードは解除されません。 

ただしプ□グラムデータは消滅します。 

• 停止中に STOP キーを押すと、プ□グラムデータび消滅 
しよ g 〇 

♦停止中に P.MODE キーを押ずと、プ□グラムモードび解 
除され、プ□グラムデータび消滅します。 
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第 7 章 CD や MD を再生する 


• プログラムデータびないとさに PLAY キーを押すと、 
"PGM Empty !" を表示し、デッキは動作しません。 


ランダムに再生する（ランダム再生） 

ディスクの全トラックをトラックま号に関係なく、本機び 
ランダムに選巧して再生します。 

1.停止中にリモコンの P . MODE キー(プレイモードキ ー) 
を巧して、表示窓に" RANDOM " を点なさせます。 


メモ 


MD >< ニュー、 CD メこューの PLAY サブ; < こュー内の 
"PLAY M 日 DE ? "項目を使ってランダム再生モードに設定す 
ることちでさます。 


ディスクやトラックの終了を予告表示する 
( EOM ) 


トラックおよびディスクの終了び近づいたとさに、表示窓 
内に終了予告表示をずることびでをます。 

終了の何秒前に予告表示を出ずかをあらかじめ設定してお 
くことにより、その時間び来ると表示窓に’’ EOM " び点滅し 
まず。 

予告表示設定には、 MD メニュー、 CD メニューの PLAY サ 
ブメニュー内の ” EOM TRK ?" 項目および ’’ EOM D 旧 C ?’’ 項 
目を使いまず。それぞれ設定範囲は’ ’ Is " 〜 " ggs " ( Is ステ 
ップ）または’ ’ OFF です。 


2. PLAY キーを巧しまず。 

ランダム再生び始まります。 


メモ 


電源を切ってちランダムモードは解除されません。 


時間表示を切り換える 


MD やオーディオ C □を再生中（または再を待機中）に本体 
またはリモコンの TIME キーを押すと、時間表示びし U 下の 
順に切り換わります（カッコ内は表示窓内の TOTAL . 
REMAIN の点灯状態)。 

トラック経過時間（無点な） 

トラック残量時間旧 EMAIN び点灯） 

ディスクの経過時間 （ TOTAL び点灯） 

ディスクの残量時間 （ TOTAL と REMAIN び点な） 


メモ 


• MD 再生時のディスクの残量時間表おは、巳□の場合と 
同じよラに、最後まで再生ずるのに要ずる時間です。 
MD 録音時の残量表示と異なりますのでごを意ください。 

♦停止中は常に （TOTAL REMAIN の点な状態にかかわら 
ず） I -ータル録音時間を表おします。 

• MP 3 ディスク再生の場合、常にトラック経過時間び表 
おされます。 TIME キー操作は無効です。 

参 MD デッキで録音中/録音待機中の時間表示については 
「 M □の残り時間をチェックずる」 （37 ページ）をご覧く 
ださい。 

参時間表示設定は電源を切ってを記憶されています。 
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キーを変える （CD のみ) 


オーディオ CD 再生時に、キーを変えることびでさます。 
MP 3 ディスクや MD に対しては本機能び働さません。 

1 . CD メニューの PLAY サブメニュー内の" KEY LEVEL ?" 
項目を使って、キーをどれだけをえるかの設定を巧ない 
まず。 

セ SI ン（半音）単位で±己セミトーン （1/2 オクタ 
ーブ）の範囲で設定ずることびでをます。 

還択値： 0 ( キーチェンジなし)、 bl 〜 b 6、#1〜# 日 

吕.本体または U モコンのの KEY キーを巧してキーチェン 
ジ機能をオンにしまず。 

表示窓に’’ KEY " び点なします。 

この状態で巳□を再生すると、スピードはをわらず、キ 
一だけび変化して再生されまず。 

四 

• KEY キーを押すたびにオフとオンび切り換わりますび、 
オンのときの表示は’’’’ On "’’ ではなく、上記の手順]で行 
なった設定値び表示されます（例 ： "Key b 2")〇 
• キーチェンジ機能の設定は、電源を切ってち記憶されて 
います。 


ヒント 


♦キーチェンジ機能びオンのとをにピッチコント□-ル機 
能を使うと、再生スピードび変わるだけで音程は変わり 
ません（再生されるキーは ’ KEY LEVEL ? "項目で設定さ 
れたキーに固定されます)。 

したびって "KEY LEVEL ? "を" 0" に設定してキーチェン 
ジ機能をオンにしておくと、ピッチコント□ールを使っ 
て音程ををえずにスピードだけを変えることびでさます。 


ごを意! 


♦キーコント□ール機能を使用している時に再生音び震え 
ているよラに聞こえることびありますび、これは CD の 
再生音を特殊処理している為に発生するちので、故障で 
はありません。 


フエードイン/フエードアウト再生 （CD のみ） 

C □の再生を開始ずるとさにフエードイン、再をを終了する 
ときにフエードアウトずることびでをます。 MD に対して 
は働さません。 

1 .CD メニユーの V 0 L FUNC サブメニユー内の L ツ下のメ 
ニュー項目を使って、動作の設定を行ないます。 


FADE IN 

フエードイン時に所定のレベルに達ずるまでの時間を、 
1砂〜30秒の範囲 （1 砂ステップ）で設定します（初期 
設定： 3秒)。 

FADE OUT 

フエードアウト時に完全に無音になるまでの時間を、1 
秒〜30砂の範囲 （1 砂ステップ）で設定します（初期 
設定： 3秒)。 

FADE MODE 

フエードアウト完了後に、再生を継続するか再生待機にな 
るかを設定します。 

Play : 再生を継続します。 

Ready :再ち待機になります。 

2. 停止時または再生待機時に、 FADER キーを巧しまず。 

フエードインしなびら再生び始まり、設定したフエード 
インタイム後に所定のレベルに達します。 

3. フエードアウトしたいところで、 FADER キーを巧しま 
す。 

フエー ドアウトび始まり、設定した フエー ドアウトタイ 
ム後に無音になりまず。 

無音になった後、フエードモード設定に従って、再生を 
継続するか、または再生待機になります。 


出カボリューム調壁 （CD のみ) 


CD 再生出力信号のボ U ュームを調整することびでさます。 
アナ□グ出力（へッドホン出力を含む）とデジタル出力の 
両方に巧して働さまず。 

MD に対しては働をません。 

1 .CD メニューの VOL FUNC サブメニュー内の" PLAY 
VOLUME ?" 項目を使って、設定を巧ないまず。 

" -祀"(一〇〇)および ■’一 已 4 d 巨"〜’’+18祀"の中か 

ら逞択ずることびできまず。 


メモ 


デジタル領域でボ U ューム調整を行ないますので、プラス 
ち向に設定してオーバーレベルになるとデジタル歪みを生 
じます。 
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MP3 ファイルのディレクトリ再生 

MP 3 ファイルを収録した巳 D の中には、通常のパソコンの 
ファイルの扱いと同じように、 MP 3 ファイルをディレクト 
U に収めているものびありまず。さらに、いくつかのディ 
レクトリをまとめて1つのディレクト U に収めるといった、 
複数階層構造のちのわあります。 

本機では、ディレクト U モードをオンにすると、選択され 
たディレクト U 内のファイルのみび再ち巧をになります。 
オフにすると、これらのディレクト U 構造び無視され、デ 
ィスクに収録されているすべての MP 3 ファイルび再生対象 
になります。 

プ□グラム再生、リピート再生などもずベてディレクト U 
内で行なわれまず。 


メモ 


•各 MP 3 ファイルび「トラック」として扱われます。 

•ずぐ下の階層に MP 3 ファイルび収納されていないディ 
レクト U は再生巧象として選択でさません。たとえば下 
図のように、ディレクト I 」 A の中にディレクト U B と C 
びあり、ディレクト U B および C の中に MP 3 ファイル 
び収納されている場合、ディレクトリ A を再生巧をに選 
おずることはでをませんび、ディレクト UB や巳を再生 
対象デイレクト U として選択することびでをます。 



ディレクトリ再生の設定 

1. リモコンマスターを CD に設定しているとを、 
D 旧/ GROUP キーを巧しまず。 

表示窓に"□旧 ON " または’ ’□ 旧 OFF " び表示されます。 
□旧/ GROUP キーを押したとさに現在の設定び変化しま 
ず。たとえば、ディレクト I 」再生モードびオフのときに 
押すと、オンになって"□旧 ON " び表示されます。 

♦巳 D メニューの VOL FUNC ヴブメニュー内の ’’ DIR 
MODE ?" 項目を使って還択することをでさます。 

2. 停止中、リモコンの CD SEARCH キーを使って、ディ 
レクトリを還択しまず。 

CD SEARCH キーを押ずと、表示窓に選択中のディレ 
クト U 名び表示されます。 


MP 3 ACTION の設定 

MP 3 ファイル再生時、 MP 3 ファイルの再生に失敗した時 
(Decord Err !）、 再生を継続するか停止ずるかのち法につ 
いて説明します。 

1 .C D メニューの P L A Y サブメニュー内の" MP 3 
AITION ?" 項目を使って、設定を行いまず。 

" Skip ". " Stop ” の逞択を行います。 

参 S 邮 

MP 3 ファイルの再生に失敗 （Decord Err び発生）し 
た場合、次のトラックの再生を行います。 

ただし、次のトラックびない（1」ピートびオフでディス 
クの最終トラック、またはプ□グラムの最後）場合、停 
止状態となります。 

(ディスプレイに ’ ’Decord Err !" を表示します。） 

• Stop 

MP 3 ファイルの再生に失敗 (Decord Err び発を）した 
場合、停止状態となります。 

(ディスプレイに ’ ’Decord Err !" を表示します。） 


メモ 


ダビングモード時に MP 3ファイルの再生に失敗した場合 
は、設定にかかわらず常に停止状態となります。 
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MD ① グルー プ再生 


本機では、 MD トラックをグループ分けすることびできま 
す。 

グループ モー ドをオンにすると、選択したグループ内の卜 
ラックのみび再生巧象になります。つまり見かけ上、選択 
グループ内のトラックのみび記録されているディスクをセ 
ットしているのと同じことになりまず。したびって、プ〇 
グラム再生、 U ピート再生などちすべてグループ内で行な 
ねれまず。 


グループ 再生の設定 

1.リモコンマスターを MD に設定しているとを、 
D 旧/ GROUP キーを巧しまず。 

表示窓に ’’ GRP ON " または " GRP OFF " び表示されます。 

D 旧/ GROUP キーを押したとさに現在の設定び変化しま 
す。たとえば、グループ再ちモードびオフのとさに押ず 
と、オンになって " GRP ON " び表示されます。 

♦ MD メニューの VOL FUNC サブメニュー内の " GRP 
MODE ?" 項目を使って選択することもできます。 

吕.停止中、リモコンの MD SEARCH キーを使って、グル 
—プを還択しまず。 

MD SEAR 巳 H キーを押すと、表示窓に選択中のグルー 
フ番号び表示されてから グループ名び表示されます。 


ごを意! 


• グループ モー ドをオンにすると、どの グループ にを属さ 
ないトラックは再生できません。 

• グループモードをオンにずると、録音することびでさま 
せん。 


■ グループを作成/解除するには 

M □メニューの " EDIT " サブメニューを使って、グループの 
作成や解除を行なラことびできます。詳しくは 「 MD の編 
集」の「グループを作る」（一41ページ）および「グル 
ープを解除する」（一41ページ）をご覧ください。 

■グループ名を付けるには 

MD メニューの" " nTLEi ’ サブメニューを使って、グループ名 
を付けることびでをます。詳しくは「グループ名を付ける」 （ 
一43ページ）をご覧ください。 
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第 8 章 CD を MD にダビングする 


本機では、巳 D ディスクを MD ディスクに簡単にダビングず 
ることびでさまず。ディスク全体または特定のトラックを 
ダビングします。 


ダビングの基本操作 

あらかじめ、ダビング元になる C □ディスクを CD デッキに 
セットし、ダビング先になる MD ディスクを MD デッキに 
セットしまず。 

CD ディスクを体をダビングずる場合 

CD 停止中、本体またはリモコンの DUBBING キーを押し 
まず。 

CD の蒂望のトラックをダビングずる場合 

CD び希望のトラックを再生中または再生待機中、本体また 
は1」モコンの DUBBING キーを押しまず。 

トラックのダビングを終えると両方のデッキび停止します。 


メモ 


• ダビングは、設定されている録音モードと録音スピード 
に従って実行されます（しッ下参照)。 


録音モードを設定する 


MD メニ:！一の REC サブメニューの "REC MODE ? "項目を 
使って、録音モードをし U 下の中から選択することびでさま 
す。 


選択肢 

モード 

表示窓の点な 

ST 

ステレオ標準録音モード 

無点な 

MONO 

モノラル録音モード 

" MONO " 

LP 2 

ステレオ2倍録音モード 

" LP 2" 

LP 4 

ステレオ4倍録音モード 

" LP 4" 


• ひとつのディスクに、異なるモードの録音を混なさせる 
ことをでさます。 

参 LP 4 モード （4 倍録音モード）は特殊な圧縮ち式によっ 
て長時間ステレオ録音を実現しています。そのため、録 
音されるソースによってはごくまれに瞬間的なノイズび 
発生する恐れびありまず。音質を重視ずる場合は LP 4 モ 
ードを避けることをお勧めしまず。 


録音スピードを設定する 


MD メニューの REC ヴブメニューの " REC SPEED ?" 項目 
を使って、ダビングモード時のスピードを’’ NORMAL " また 
は’ ’ H に H ’’ に設定します。初期設定は " H に H " です。 

" NORMAL " に設定すると、通常再生をしなびらダビングを 
行ないます。 

’’ H に H " に設定すると、 LU 下のスピードでダビングを行ない 
まず。 


MD 録音モード 

ソース ディスク 

ダビング速度 

ST 應準)モード 

オーディオ仁 D 

4倍速 

MONO 、 LP 2 



または LP 4 モード 

才ーディオ CD 

2倍速 

— 

MP 3 ディスク 

等速 


ヒント 


♦音楽を聴きなびらダビングする場合は’ ’ NORMAL " に設定 
し、効率的にダビングする場合は’ ’ H に H ’’ に設定ずるとよ 
いでしよラ。 

参 ’’ NORMAL " 設定時、 CD にピッチやキーチェンジをかけ 
た状態で MD にダビングすることびでさます。 


• ’’ MONO " を逞ぶと、へツドホン端モや U アパネルの才一 
デイ オ出力端子の左ちチヤ ンネルから同じ信号び出力さ 
れまず。 

参モノラルモードの録音時間は、ステレオ標準録音の2倍 
になります。 

参 LP 2、 LP 4 モードの録音時間は、ステレオ標準録音のそ 
れぞれ2倍、4倍になります。 


メモ 


参 MD の録音残り時間表示は、現在の録音モード設定によ 
つて変わります。 
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第 9 章外部ソースを MD に録音する 


前述のよ5に、本機では CD から M □へのダビングび簡単 
にでさますび、もちろん通常の MD デッキのよラに外部の 
ソースを録音することもでをます。 


録音の基本操作 


録音モードを設定し、入カソースを選択し、入力信号をモ 
ニターしなびら録音レベルを調節してから、録音を実行ず 
るまでの手順を説明します。 

しソ下の手順では、本機の電源びオンになっていて、本機の 
MD デッキに録音可能な MD ディスクびセットされ停止し 
ていることを前提にしています。 

録音モードを設定する 

1. MD メニューの REC サブメニューの "REC MODE ?" 項 
目を使って、録音モードを設定します。 

詳細については、前章 「 CD を MD にダビングずる」 
(33 ページ）をご覧ください。 

入カソースを選択ずる 

2. 本体またはリモコンの INPUT SEL キーを使って、入力 
ソースを選択しまず。 

キーを押すたびに’’ ANALOG " と" OP ' HCAL ’ 力咽り換わ 
ります。 

ANALOG : ANALOG INPUT 端テに入力される信号 
び録音ソースになります。 

OPTICAL : DIGITAL ( OPTICAL ) INPUT 端テに入力 
される信号び録音ソースになりまず。 

• 入力選択は電源を切ってち記憶されていまず。 

ソース信号の入カレベルは表示窓にメーター表示されます。 

入力信号を モニターずる 

3. 本体または U モコンの RECORD キーを巧しまず。 

MD デッキび録音待機になり、 READY インジケーター 
と R E C 0 R D インジケーターび 点な します。 また 表示 窓 
に’ iREC " と "11" び点なします。 


ごを 意! 


♦ L ソ下のような MD ディスクびセツトされている場合、録 
音待機が態になりません。 

. MD ディスクび誤消'去防止状態の場合 (" W _ Protected !" 
を表示） 

-ディスクび容量いっぱい録音されている場合 ("Disc 
Full !" を表示） 


-トラック数の限界まで録音されている場合 ("Track Full 
!" を表示） 

♦デジタル入力 （ OPT に AL ) を選択している場合、正常 
なデジタル入力びないと’ ’ D-IN UNLOCK !" び表示され、 
録音することびでをません。 

四 

• 途中まで録音済みの MD を入れると、録音済み部分の終 
わりを検出して待機しまず。 

録音待機になると、 M □入力信号をモニターすることびで 
をます。 

へッドホンまたは外部のオーデイオシステムを使ってモニ 
ターをします。 


メモ 


♦外部モニターの場合 、 MD OUTPUTS 端テをモニター 
システムに接続してください。 あるいは COMMON 
OUTPUTS 端テを使いますび、この場合は CD メニュ ー 
の SYSTEM サブメニューの” COMMON ?" 項目の設定:を 
適切に行なラことび必要です。モニターに関しての詳細 
は「モニターについて」に4ぺージ）をご覧ください。 

参 MD ディスクびセットされていない場合でち 、 RECORD 
キーを押すと入力信号をモニターすることびでをます。 
このとき、表ホ窓に’ ’ Monitor " と表示されます。 

• 入カモニターを解除ずるには STOP キーを押します。 

録音レベルを調節する 

入力信号をモニターおよびメーター監視しなびら、録音レ 
ベルを調節します。 

4. MD メニューの VOL FUNC サブメニュー内の " REC 
VOLUME ?" 項目を使って、レベルを調節します。 

入カソースび’’ ANALOG " の場合、さらに本体の INPUT 
つまみ（し R ) を使って左ちチャンネル個別にレベルを 
調節することびでさます。 

録音を実行する 

已.録音待機状態のとを、 PLAY キーを巧しまず。 

録音び始まります。 

♦録音を停止するときは STOP キーを巧します。 

STOP キーを押した後、 ’’ UTO 巳 Writin 目!"び表示されて 
U - TOC びディスクに書を込まれまず。 


ごを 意! 


"UTOC Writing "び点滅中は録音した内容を MD に記録中 
でず。電源プラグを電源コンセントから抜いたり、本機を 
揺らしたりすると、正しく記録できません。 
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第 9 章外部ソースを MD に録音する 


•録音を一時停止するときは READY キーを押します。 

参 MD ディスクを取り出すには、停止時に本体の EJECT 
キーを 押しまず。 


録音するとをのごま意 


" W_Protected !" を表示したときは 

• MD び録音す可状態になっています。または再生専用の 
MD び入っています。 

• 誤消ま防止用タブをずらして孔を閉じると、録音びでき 
るよラになります。 

録音内容を誤って消さないために 

• MD は録音後、誤消去防止用のタブをずらし、礼を開い 
た状態にすると、録音できなくなります。 



トラック番号を付ける 


曲ごとにトラックま号を付けておくと、編集や再生時の頭 
出しに便利です。トラックま号は録音時に自動あるいは手 
動で付けることびできるほか、録音中や録音後に付けるこ 
とちでさます。 


自動でトラック番号を付ける（才ートトラック機能） 

才ートトラック機能を使って、録音中に自動でトラック番 
号を付けることびでさます。 

オートトラックのモードを、 U モコンの AUTO TRACK キ 
-で’’一**づ日|’、 " DD \ " Time ”、’’ OFF " の中から選択しま 
す。 

• M □メニューの RE 巳サブメニュー内の’’ A _ TRK ? "項目で 
選択することもできます。 （"一** d 目"は ’’ A _ TRK ? "項目 
の選がでは、 " Level " を選択してください。） 

を還択した場合 

オートトラック動作レベル L ソ下の入力信号び4秒し U 上続く 
と自動的にトラックま号び更新されます。この動作レベル 
は 、 MD メニューの REC サブメニュー内の" A_TRK 
LEVEL ?" 項目を使って設定します。設定範囲は一 24 d 目 
〜一 72 dB (已 dB ステップ）です。 

" DD " を還択した場合 

デジタルソース録音時に、ソースのトラック番号更新に合 
わせてトラック番号び更新されます。アナログソース録音 
時には、上記の"一**祀"を選択した場合と同じように、入 
カレべルに応じてトラックま号び更新されます。 

" Time " を選択した場合 

オートトラック動作時間で設定した時間び経過すると自動 
的にトラックま号び更新されます。この動作時間は 、 MD 
メニューの REC サブメニュー内の’ | A_TRK TIME ? "項目を 
使って設定します。設定範囲は1分〜10分 （1 分ステップ) 
でず。 


メモ 


オートトラック機能の設定やオートトラック動作レベル、 
オートトラック動作時間設定は、電源を切ってち保持され 
まず。 

録音中にオートトラック動作時間を変更した場合、次の卜 
ラックから変更をの時間び有効となります。 
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第 9 章か部ソースを MD に録音する 


手動でトラックま号を更新する 

録音中に、希望の個所で RECOR □キーを押すことにより、 
トラックま号を更新することびできます。 


録音後にトラックま号を更新ずる 

編集操作でトラックを分割することにより、トラックを追 
加することびでさます。[一39ページ「トラックを分割 
する」] 

また編集操作でトラックを結合することにより、トラック 
を減らすことびでをまず。[一40ページ「トラックを結 
合する」] 


フェー ド イン/フェー ドアウト録音 

MD の録音を開始するとさにフェードイン、録音を終了ず 
るとをにフエードアウトすることびできます。 

な下の手順では、基本的な録音の準備び整い、録音可能な 
MD ディスクびセットされて停止していることを前巧にし 
ていまず。 

1.MD メニューの VOL FUNC サブメニュー内のに TF のメ 
ニュー項目を使って、動作の設定を行ないまず。 

FADE IN 

フエードイン時に所定のレベルに達するまでの時間を、 
1砂〜30秒の範囲 （1 砂ステップ）で設定します（初期 
設定： 3秒)。 

FADE OUT 

フェードアウト時に完全に無音になるまでの時間を、1 
秒〜30秒の範囲 （1 砂ステップ）で設定します（初期 
設定： 3秒)。 

FADE MODE 

フェードアウト完了をに、録音を継続するか録音待機に 
なるかを設定します。 

Rec : 録音を継続します。 

Ready :録音待機になります。 

吕.録音待機時に、 FADER キーを巧します。 

フエードインしなびら録音び始まり、設定したフエード 
インタイム後に所定の録音レベルに達します。 


3 .フエードアウトしたいところで、 FADER キーを巧しま 
す。 

フエードアウトび始まり、設定したフエードアウトタイ 
ム後に無音になります。 

無音になった後、フエードモード設定に化って、録音を 
継続するか、または録音待機になります。 


メモ 


♦フエードインまたはフエードアウトだけ実行することち 
でさます。 

♦フエードインで録音を開始した場合にはタイムマシン録 
音動作（な項参照）は無効になります。 


タイムマシン機能 


タイムマシン録音機能を使うと、最大で日秒前にさかのぼ 
って録音を始めることびでをます。 

これは、入力信号び本機内部のノくッファにいったん蓄えら 
れてから録音されるためで、常にバッファ内には設定時間 
分（最大己砂）のデータび蓄えられています。 

しソ下の手順では、基本的な録音の準備び整い、録音可能な 
MD ディスクびセットされて停止していることを前提にし 
ていまず。 

1 . MD メニ ューの REC サブ メニ ュー内の" TM_REC?" 項目 
を使って、バッファに蓄えるデータの時間を設定しまず。 

設定できる値は” OFF ’、"1 sec " 〜"日 sec "(1 sec ステップ） 
でず（初期設定は OFF )。 

" OFF " に設定するとタイムマシン機能び働さません。 

"1 sec " 〜"日 sec " は；（ッファに蓄えられる時間設定です。 

2. RECORD キーを巧して録音待機にします。 

3. PLAY キーを巧して録音を開始します。 

設定した時間分さかのぼって録音び始まります。 

4. STOP キーを巧して録音を停止しまず。 

四 

フェードイン（前項参照）で録音を開始した場合にはタイ 
ムマシン録音動作は無効になります。 
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第 9 章外部ソースを MD に録音する 


録音済みの個所を消しなび5録音する 
(才ーバーライト） 


オーバーライト機能では、テープに録音する場合と同じよ 
うに、録音済みの不要な部分を消しなびら、その上に録音 
することびでさます。 

(下の説明は、基本的な録音の準備び整い、録音可能な 
MD ディスクびセットされて停止していることを前提にし 
ています。 

1. 才ーパーライト録音を開始したい位置に□ケートし、 
READY キーを巧して再生待機状態にしまず。 

あるトラックの頭からオーバーライトを始める場合、 
SKIP キーまたは数字キーを使ってトラックを選んでか 
ら READY キーを巧します。 

あるトラックの途中からオーバーライトを始める場合、 
SKIP キーまたは数字キーを使ってトラックを還んでか 
ら PLAY キーを巧して再生を始め（サーチ機能を使うこ 
ともでをます)、を望の位置で READY キーを押しまず。 

2. RECORD キーを巧しまず。 

"Over Write " を表示して録音待機状態になります。 

3. 必要に応じて録音入カレベルを調節しまず。 

4. PLAY キーを巧して、才ーパーライト録音を始めまず。 


ごミち意! 


表示窓に’’ SINGLE "、" RANDOM " または’ ’ PROGRAM " び点 
灯しているときは、オーバーライト録音びできません（上 
記手順2を巧なうと’’ Can’t Rec " を表ホ)。 


シンク録音する 


シンク録音機能をオンにすると、本機でか部入カソースを 
録音する場合、ソース信号入力びあったとさに自動的に録 
音を開始し、ソース信号び4秒 L ソ上途絶えると自動的に録 
音待機になりまず。 

L ソ下の説明は、基本的な録音の準備び整い、録音可能な 
MD ディスクびセツトされて停止していることを前提にし 
ています。 

1. リモコンの SYNC キーを巧して、シンク録音モードの才 
ン/オフを切り換えまず。 


メモ 


MD メニユーの REC ヴブメニユー内の" SYNC ? "項目を使つ 
て、シンク録音機能のオン/オフを設定することもできま 
す。 


LEVEL ?" 項目を使って、本機が入力のありなしを判断ず 
る境界レベルけ> を設定しまず。 

け> 境界レベルしツ下の信号は無信号と見なされます。 

設定可能な値は- 72 d 目〜-24祀の範囲（日 dB 間隔） 
です（初期設定：一已4祀）。 

3. RECORD キーを巧して録音待機状態にしまず。 


ごを意! 


このときすでにソースび入力されていると、すぐに録音を 
開始します。 

4. ソース信号を入力しまず。 

入力信号を検出して自動的に録音び始まりまず。 
入力信号び4砂け上続けて境界レベル Li (下になると、録 
音待機状態になります。 


ごを意! 


シンク録音待機中に PLAY キーを押して手動で録音を始め 
ることはでさません。 

瓦手動で録音を停止ずるには STOP キーを巧しまず。 


メモ 


• シンク録音中に READY キーを押しても、録音待機にな 
りません（録音を止めることびできません)。 

• シンク録音中 、 INPUT SEL キーは働さません。 


ごを意! 


シンク録音後、録音待機状態のまま電源をオフにすると、 
録音データび消去されます。かならず STOP キーを押して 
( U - TOC を書さ込んで）から電源をオフにしてください。 


MD の残り時間をチェックする 


MD の録音中（または録音待機中）に本体またはリモコン 
の TIME キーを押すと、トラック経過時間とディスク残量 
時間を交互に表おします。 

表示窓の点な 時間表示内容 

無点な トラック経過時間 

REMAIN または ディスク残時間 

REMAIN と TOTALS 


時間表示設定は電源を切っても記憶されていまず。 


2. MD メニューの REC サブメニュー内の " SYNC 
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第 10 章 MD の編集 


録音したトラックを消したり、移動したり、分割したり、2 
つのトラックをつなぐなどの編集びでをまず。またトラッ 
クをグループ分けすることびでをます。 


編集操作について 


すべての M □編集は MD メニューの EUT サブメニューを使 
って行ないます。 

EDIT サブメニューのメニュー項目を選択したあとの操作 
は、項目によって異なります。さメニュー項目の具体的な 
操作については LU 下の個別の編集機能説明の中で述べます。 


メモ 


誤消去防止状態のディスクは録音だけでなく編集をでをま 
せん。 MD メニューの EDIT サブメニューを選がしよラとす 
ると、 |’ W _ Pratecte 出"び表示されます。 


編集対象トラック/ポイントについて 

編集メニュー項目のいくつかは、あらかじめ編集巧象の卜 
ラックやポイントを再生状態または再生待機状態にしてお 
かないと、項目自体を選択でをません (" Can't Edit !" を表 
示)。これらはトラックやポイントに巧して編集を行なラ項 
目で、 " DIVIDE "、" COMBINE "、" MOVE " びこれに当たりま 
す ("ERASE TRK ” は設定画面に入ってからトラックを選 
ぶことちでさまず）。 


編集を実行しないで途中でやめるには 


編集操作を取り消す （UNDO) 

最後に行なった編集操作を取り消すことびでをます。 

1 .MD デッキを停止しまず。 

吕 . MD メニューの EDIT サブメニューの " UNDO ?" 項目を選 
択しまず。 

" Undo 〉 xxxx " ( xxxx は最勘こ行なった編集項目）び表 
示されます。 

3. 本体の ENTER キー(または YES キー)、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

" Sure ?" び表示されまず。 

4. 本体の ENTER キー(または YES キー)、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

最後に行なった編集操作び取り消されます。 


全トラックを消去する （ERASED 旧 C) 

ディスクの全トラックを一度に消ますることがでをます。 

1. MD メニューの EDIT サブメニューか6 "ERASE 
D 旧 C ?" 項目を選択しまず。 

" Sure ?" が表示されます。 

2. 本体の ENTER キー（または YES キー）、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

ディスクの全トラックが消去されます。消去が完了する 
と" Complete " が表示されます。 


設定画面や確認画面 (" Sure ?") まで進んでから編集操作を 
中止するには、 N 日キー、 MD の STOP キーまたは MD 
MENU キー （ U モコンの場合は MENU キー）を押します。 


ごま意! 


編集後、 MD を入れたまま （" TO 巳’’点な）電源を切ると、 
U - T 0 C (ユーヴー T 0 C ) び記録されず、編集び無効になり 
ます。 
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第 10 章 MD の編集 


トラックを消去する (ERASE TRK) 


トラックを分割する （DIVIDE 機能) 


消去したいトラックを1トラックずつ消去することびでさ 


トラックを分割することびできます。 


まず。 


(例）：トラック2の B ® を消まするとを 


粧 

〇 


巧ま1 2 3 4 


A 巧 

B 巧 

細 

Dffl 

臣曲を消す一 

巧番1, 

/。 /‘3 曲蚕が減る 

A 巧 

細 

D 巧 



(例）：トラック3の巳巧と□巧を2つに分割するとき 


曲蚕1 2 3 4 


A 巧 

B 曲 

咖 

咖 

E 巧 

巧ま3を C 



巧蚕び追加! 
される ； 

巳 

と D にう 

巧蚕1 

す割 

2 

V 

3 

4 

A 巧 

B 巧 

咖 

咖 

E 巧 


あ5かじめ消去するトラックを指定ずる方法 

1. 消去したいトラックを再生または再生待機にしまず。 

2. MD メニューの EDIT サブメニューか 5 "ERASE TRK ?" 
I 頁目を還択しまず。 

" Sure ?" び表示されます。 

3. 本体の ENTER キー(または YES キー)、またはリモコ 
ンの ENT / YES キーを巧しまず。 

トラックび消去されます。消去び完了すると 
" Complete " び表示されます。 

消去するトラックをメニュー上で指定する方法 

1. MD 停止中、 MD メニューの EDIT サブメニューか5 
"ERASE TRK ?" 項目を還択しまず。 

Track 〉###" が##は最終トラックま哥び表示され 
ます。 

2. 本体の MULTI JOG ダイアルまたはリモコンの MENU 
-/+ キーを使って、消去したいトラックを還択しまず。 

3. 本体の ENTER キー(または YES キー)、またはリモコ 
ンの ENT / YES キーを巧します。 

" Sure ?" び表示されます。 

4. 本体の ENTER キー(または YES キー)、または U モコ 
ンの ENT / YES キーを巧します。 

トラックび消去されます。消去び完了すると 
" Complete " び表示されます。 


メモ 


トラックを消去ずると、次トラックし U 降のトラックま号び 
1つずつ繰り上びります。 


1. MD メニューの EDIT サブメニューの " DIVIDE ?" を表示 
しまず。 

2. トラックを分割したいポイントの手前か S 再生を巧ない、 
分割したいポイントで本体の ENTER キー(または YES 
キー)、またはリモコンの ENT / YES キーを巧しまず。 

" Point 〉 □"び表示され、お認のために分割ポイント （= 
上記のキー操作を行なったとさのポイント）の直後の数 
秒間び繰り返し再生されまず。 


ヒント 


上記の手順]と2の代わりに、最初に分割したいポイント 
で再ち待機状態にしてから、 M □メニューの EDIT ヴブメニ 
ューの’’ DIVIDE ?" を選択しても、上記と同じように " Point 〉 
□"び表示され、お認のために分割ポイント直後の数秒間び 
繰り返し再ちされまず。 

3. 必要に応じて、本体の MULTI JOG ダイアルまたはリモ 
コンの MENU -/+ キーを使って、分割ずるポイントを 
調整しまず。 

4. ポイントが設定できた5、本体の ENTER キー(または 
YES キー)、またはリモコンの ENT / YES キーを巧しま 
ず。 

" Sure ?" び表ホされます。 

已.本体の ENTER キー(または YES キー)、またはリモコ 
ンの ENT / YES キーを巧します。 

トラックび分割されます。分割び完了すると 
" Complete " び表示されまず。 


メモ 


トラックに名前び付いている場合、分割されたトラックの 
後ろのトラックには名前び付きません。 
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第 10 章 MD の編集 


トラックを結合する （COM 己 INE 機能） 

2 つの 連続したトラックを結合して1 つの トラックにする 
ことびでをます。 

例）： B 曲と C 巧をつなぐとを 


曲ま12 3 4 


A 巧 

B 曲 

細 

D 曲 

B 巧と C 曲^ 
をつなぐ 

巧ま1 , 

r 2 

瞄び減苗 

3 i 

A 巧 

B ® 

C 曲 

她 


メモ 


異なるモードで録音したトラック同±を結合することはで 
さません。 

1. 結合したい2つのトラックのうちのあとのちのトラック 
を再生または再生待機にしまず。 

たとえばトラック2とトラック3を結合する場合、トラ 
ック3を再をまたは再生待機にします。 

2. MD メニューの EDIT サブメニューの " COMBINE ?" を選 
択しまず。 

"Track OK ?" び表示され、お認のために、手前のトラッ 
クの最後の3秒間とあとのトラックの頭の3秒間び繰り 
返し再生されます。 

3. 本体の ENTER キー(または YES キー)、またはリモコ 
ンの ENT / YES キーを巧しまず。 

トラックび結合されます。結合び完了すると 
" Complete " び表示されます。 


メモ 


両方のトラックに名前び付いている場合、結合されたトラ 
ックには前のトラックの名前び付きます。 


トラックを移動する （MOVE 機能） 

トラックを移動してトラック順を変更することびでさます。 
(例）：トラック4の〇巧をトラック2に移動するとき 


曲を1 2 3 4 


A 曲 

B 曲 

C 曲 


D 曲 

D 曲を2曲目!- 




1 

に移動 [ 

曲番1 2 

曲順び変わる 

3 4 

A 巧 

D 曲 

B 曲 

〔曲 


1 . 移動元のトラックを再生または再生待機にしまず。 


メモ 


この操作を行なわずに停止状態で政後の操作を斤なラと、 
自動的に最終トラックが移動元に設定されます。 

2. MD メニューの EDIT ヴブメニューか目" M 日 VE ?" 項目を 
選択しまず。 

"Move XXX > ###" が表示されます。 

(XXX は移動元トラック番号、###は移動先トラック蚕 
号） 

3. 本体の MULTI JOG ダイアルまたはリモコンの MENU 
一/ +キーを使って、移動巧のトラック番号を選択しま 
ず。 

4. 本体の ENTER キー（または YES キ ー ）、またはリモコ 
ンの ENT / YES キーを巧しまず。 

" Sure ?" が表示されます。 

瓦本体の ENTER キー（または YES キー）、またはリモコ 
ンの ENT / YES キーを巧しまず。 

トラックが移動します。移動が完了すると " Complete " 
が表示されます。 
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第 10 章 MD の編集 


グループを作る 


本機では1枚の MD ディスクの中のトラックをグループ分 
けして、グループ単位の再生を行なうことができます。 

[ 一 32 ぺージ 「MD の グルー プ再生」] 

グループを作るには「現在録音されているトラックの何番 
(スタートトラック）から何番（エンドトラック）までを] 
つのグループにまとめる」といラ指定を行ないます。 

1. 停止中に MD メニューの EDIT サブメニューか 6 "GRP 
CREATE ?" 項目を選択しまず。 

"ST Trk> 001 " が表示されます。 

この表示のとさにスタートトラックを選がします。 

2. MULTI JOG ダイアルを使って、スタートトラックを選 
択しまず。 

3. 本体の ENTER キー（または YES キー）、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

"ED Trk> ###1’が表示されます。 

この表示のとさにエンドトラックを選択します。 

4. MULTI JOG ダイアルを使って、エンドトラックを選択 
しまず。 


グループを解除する 


グループを解除することがでさまず。 

1. 停止中に MD メニューの EDIT サブメニューか 6 "GRP 
CANCEL ?" 項目を選択しまず。 

"Group No > 日1’’が表示されます。 

2. MULTI JOG ダイアルを使って、解除ずるグループ番号 
を選択しまず。 

現在ある個々のグループ番号のほかに" ALL " (全グルー 
プ）を選がすることちでをます。 

3. 本体の ENTER キー（または YES キー）、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

|’目。「6?|’が表示されます。 

4. 本体の ENTER キー（または YES キ ー ）、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

ループが解除されます。完了すると’ ’ Ccimplete " が表示 
されます。 


日.本体の ENTER キー（または YES キー）、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

|’目。「6?|’が表示されます。 

6.本体の ENTER キー（または YES キー）、またはリモコ 
ンの ENT/YES キーを巧しまず。 

グループが作成されます。完了すると’ ’ Complete " が表 
おされます。 


グループ作成時のディスク名 

グループを 作成す ると、グループ 情報および グループ 名を 
含むディスク名が自動的に作成されます。 

例として、元のディスク名が" My 目 est" というディスクが 
あり、トラック 1 〜 4 をまとめて" Jazz" というグループに 
まとめ、トラック己〜 8 を" Latin" というグループにまとめ 
た場合、政下のようなディスク名になります。 

0 ： My Best// 1 -4 ： Jazz// 己ぶ； Latin// 

ディスク名ちグループ名ち付けない場合は、政下のディス 
ク名になります。 

0 ： //1-4 ： // 己 -8; // 
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第 11 章名前を付ける 


MD メニューの TITLE サブメニューを使って、 MD ディス 
クのディスク名、トラック名あるいはグループ名を付ける 
ことびでをます。 


ごま意! 


編集メニューと同じように、名前を設を後に MD を入れた 
まま （" TOC " 点灯）電源を切ると U - TO 巳（ユーヴ ー TOC ) 
び記録されず、付けた名前び無効になりまず。 


ディスク名を付ける 


1. 停止中 、 MD メニ ューの TITLE サブ メニ ュー内の " TITLE 
INPUT ?" 項目を還択しまず。 

" Title > Disc " び表示されます。 

2. " Title 〉 Disc " を表示中、本体の ENTER キー(またはリ 
モコンの ENT / YES キ ー) を巧しまず。 


キャラクター表示部に現在のディスク名び表示され、名 
前編集モードになります （ カーソルび点滅します)。 


メモ 


♦現在名前びない場合は、何も表示されません（カーソル 
点滅のみ)。 

• グループび設定されている場合、デフォルトで本機び自 
動的に付けるディスク名び表示されます。 [ ^ 4] ペー 
ジ「グループを作る」] 

3.な下の要領に従って名前を付け、本体の MD MENU キ 
-(またはリモコンの MENU キ ー) を巧して確定しまず。 


ごを意! 


グループ設定をしているディスクの場合、グループモード 
をオンにして名前を付けてください。グループモードを才 
フにしてディスク名を変更すると、グループ設定び無効に 
なる場合びあります。 


名前の入力方法 

キャラクター表示部にカーソルび点滅した状態び名前編 
集モードでず。名前の入力は本体よりち U モコンを使つ 
て行なラほラび効率的です。ここでは U モコンからの操 
作を中むに説明します。 


メモ 


キーボードを接続すると、さらに効率的に名前を入力ず 
ることびでさます。[一44ページ「キーボードを使っ 
て名前を入力する」] 

名前の入力画面では、しソ下の要領で名前を入力します。 

■ 入力するで字種を選択ずるには 

U モコンの巳 H AR キーを押すと！;■(下の3通りの文字種び 
切り換わります 

英小文字/記号（表示窓に無表示） 

英大文字/記号（表示窓に" CAPS " 点な） 

カタカナ（表示窓に’’カタカナ’’点な） 

本体操作の場合：□旧 PLAY キーを使います。 

■入力ずるには 

数字キーを使ってカーソルの位置に文字を入力しまず。 
入力したい文字の数字キーを、希望ので字び表示される 
まで必要な回数だけ押します。 

本体操作の場合 ： MULTI JOG ダイアルを使います。 


■力ーソルを移動ずるには 

スキップキーを使います。 

ただし別の数字キーを操作すると自動的にカーソルびち 
に移動します。 

本体操作の場合：キーを使います。 

■文字を削除ずるには 

削除したい文きに力ーソルを合わせて DEL / CLR キーを 
押しまず。 

本体操作の場合： N 0キーを使いまず。 

■文字を挿入ずるには 

拝入したい位置に力ーソルを置き、 INS キーを押します。 
本体操作の場合： YES キーを使います。 

■文字を修正ずるには 

修正したい文字にカーソルを合わせて、を望の文字を入 
力します。 


ごま意! 


編集メニューと同じように、名前を設定を、 MD を入れ 
たまま （ TOC ’ 点巧）電源を切ると、 U - T 0 C (ユーヴー 
T 0 巳）び記録されず、付けた名前び無効になります。 
MD をイジェクトするとをに U - T 0 C び記録されます。 
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第 11 章名前を付ける 


トラック名を付ける 


方法1 

最初に名前を付けたいトラックを選択するち法です。 

1. 名前を付けたいトラックを再生または再生待機にしまず。 
録音中であれば現在のトラックに名前を付けることびで 
をまず。 

2. MD メニューの TITLE サブメニュー内の " TITLE 
INPUT ?" 項目を選択し、本体の ENTER キー(またはリ 
モコンの ENT / YES キ ー) を巧しまず。 

キャラクター表示部に現在のトラック名び表示され、名 
前編集モードになります （ カーソルび点滅しまず)。 


グループ名を付ける 


1. 停止中 、 MD メニ ューの TITLE サブ メニ ュー内の " TITLE 
GRP ?" 項目を選択しまず。 

"Title Grp > ## " 用#はグループま号）び表示されます。 

2. 本体の ENTER キー(またはリモコンの ENT / YES キ ー) 
を巧しまず。 

キャラクター表示部に現なのグループ名び表示され、名 
前編集モードになりまず（カーソルび点滅します)。また 
トラックま号表示部にグループ番号び点滅します。 

3. 上記「名前の入力ち法」の要領に従って名前を付け、本 
体の MD MENU キー(またはリモコンの MENU キ ー) 
を巧して確定しまず。 


メモ 


現在名前びない場合は、何も表示されません（カーソル点 
滅のみ)。 


3.上記の「名前を付ける」の要領に従って名前を付け、本 
体の MD MENU キー(またはリモコンの MENU キ ー) 
を巧して確定しまず。 


方法2 

最初に名前入カモードを選択ずるちまです。 

1.停止中 、 MD メニ ユーの TITLE サブ メニ ユー内の " TITLE 
INPUT ?" を選択します。 

Title > Dis 巳"び表示されます。 


2.本体の MULTI JOG ダイアル（またはリモコンの 
MENU -/+ キ ー) を使って、名前を付けるトラックを 
選択し、本体の ENTER キー(またはリモコンの 
ENT / YES キ ー) を巧しまず。 

たとえばトラック3を選択する場合、 ’’ Title > 003"を還 
おします。 

選択すると、キャラクター表示部に現在のトラック名び 
表示され、名前編集モードになります （ カーソルび点滅 
しまず）。 


メモ 


現在名前びない場合は、何ち表示されません（カーソル点 
滅のみ)。 


3.上記の要領に従って名前を付け、本体の MD MENU キ 
-(またはリモコンの MENU キ ー) を巧してお定しまず。 
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第 12 章コンピュータキーボードを使った操作 


IBM PC 互換機用、 PS /2 インタフエースのキーボードを 
本機フロントバネルのに接続ずることにより、キーボード 
を使って本機を操作することびできます。各種コント□一 
ルび可能ですび、特に名前の入力を効率的に行なラことび 
でをまず。 


キーボードタイプの設定 


接続するキーボードに合わせて、キーボードタイプを選択 
します。 

1 .CD メニューの SYSTEM サブメニュー内の" KEY - 
BOARD ?" 項目を使って、タイプを選択しまず。 

日本語対応キーボードの場合、 " JP " を遲択します。 

英語対応キーボードの場合、 " US " を選択します。 


キーボードを使って名前を入力する 

パソコンの文字入力と同じ感覚で、 M □のディスク名、卜 
ラック名、グループ名を入力することびでさます。 

■ タイトル 編集 メニューに入るには 

SHIFT + F 7 キーで、グループタイトル編集メニューに入 
ります （"Title Grp >## "を表示)。 

SHIFT + F 8 キーで、ディスク/トラックタイトル編集メ 
ニューに入ります ( Title > ##"を表示)。 

■ 入力ずる文字種を選択するには 

CAPS キー：「英大文字」を還択/解除します。 

カタカナキー；「カタカナ」を選択/解除します。 

上記のどちらも解除のとさ；「英ル文字」になりまず。 

■入力するには 

数字キー、文字キーで直接入力 

■力ーソルを移動ずるには 

►キーを使います。 

■文字を削除ずるには 

Delete キ ー :力ーソル位置の文字を削除します。 

Back Space キー：力ーソル手前の文字を削除しまず。 

■文をを挿入ず るには 

希望の位置で Insert キーを押しまず。 


■文字を修正ずるには 

カーソルを合わせて上書さします。 
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第 12 章コンピュータキーボードを使った操作 


キーボード操作一覧 


名前の入力だけでなく、トランスポートコント□ール、編集など、さ種動作をキーボードからコント□ールすることびできま 
す。け下に、キーボードのキーの機能をまとめておをます。 


キーボー ドの キー 

動作 

F 1 キー 

MD 1◄◄キーと同じ 

F 2 キー 

MD キーと同じ 

F 3 キー 

MD キーと同じ 

F 4 キー 

MD STOP キーと同じ 

F 巳キー 

MD PLAY キーと同じ 

F 目キー 

MD READY キーと同じ 

F 7 キー 

AUTO CUE キー （ MD 用)と同じ 

F 8 キー 

MD REC 日 RD キーと同じ 

F 吕キー 

AUTO READY キー （ MD 用)と同じ 

F 10 キー 

REPEAT キー （ MD 用)と同じ 

F 1 1キー 

PLAY MODE キー （ MD 巧)と同じ 

F 12 キー 

MD 円 TCH つまみ押しと同じ 


SHIFT + F 1 キー 

MD 編集 " ERASE TRK " へ 

SHIFT + F 2 キー 

MD 編集 "ERASE DISC " へ 

SHIFT + F 3 キー 

(割り当てなし） 

SHIFT + F 4 キー 

MD 編集" MOVE " へ 

SHIFT + F 5 キー 

MD 編集 ’ DIVIDE " へ 

SHIFT + F 6 キー 

MD 編集" COM 目 INE " へ 

SHIFT + F 7 キー 

タイトル編集 " TITLE GRP " へ 

SHIFT + F 8 キー 

タイトル編集 ’’ TITLE INPUT " へ 

SHIFT + F 9 キー 

UNDO 動作 

SHIFT + F 1 日キー 

MD 編集 " grp CANCEL " へ 

SHIFT + F 1 1キー 

MD 編集 " grp CREATE " へ 

SHIFT + F 12 キー 

DU 目目 ING キーと同じ 


キーボードのキー 

動作 

CTRL + F 1 キー 

CD 1◄◄キーと同じ 

CTRL + F 2 キー 

CD キーと同じ 

CTRL + F 3 キー 

CD キーと同じ 

CTRL + F 4 キー 

CD STOP キーと同じ 

CTRL +巧キー 

CD PLAY キーと同じ 

CTRL + F 6 キー 

CD READY キーと同じ 

CTRL + F 7 キー 

AUTO CUE キー （ CD 用)と同じ 

CTRL + F 8 キー 

KEY キーと同じ 

CTRL + F 吕キー 

AUTO READY キー （ CD 用)と同じ 

CTRL + F ] 〇キー 

REPEAT キーに D 用)と同じ 

CTRL + F 1 1キー 

PLAY MODE キー （ CD 用)と同じ 

CTRL + F ] 2キー 

CD 円 TCH つまみ押しと同じ 


CAPS キー 

「英大文字」を選が/解除 

カタカナキー 

「カタカナ」を選択/解除 

数字キー/文字キー 

数字文字の入力 

卜 /- ►キー 

カーソルを移動 

Delete キー 

DEL / CLR キーと同じ 

Back Space キー 

カーソル手前ので字を削 

Insert キー 

INS キーと同じ 

ESC キー 

編集/タイトル編集をキャンセル 

してメこユーモードを終了 

Enter キー 

ENTER / YES キーと同じ 
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第 13 章通信設定/サービスデータの確認 


通信設定 


本機の CONTROL I/O ( RS -232 C ) 端テを コン ピュータの 
RS -232 C 端子と接続することにより、 コン ピュータと本 
機の間でデータの転送を行なラことびでさます。 

C □メニューの SERIAL サブメニューの中の L ソ下の項目を使 
つて設定します。 

BAUD RATE 

ボーレート（通信速度）の設定を行ないまず。 

4800、9巨00、19200、38400 ( bps ) の中から選択し 
まず（巧期設定： 9600)。 

LENGTH 

通信データ長の設定を行ないます。 

7または8 ( bit ) に設定します（初期設定： 8)。 

PARITY 

通信パ U ティビットの設定を行ないます。 

NON 、 EVEN 、 ODD の中から還択しまず（初期設定： 
NON )。 

STOP BIT 

通信ストップビットの設定を行ないます。 

1または2 ( bit ) に設定しまず（初期設定：1)。 


ヴー ビス データの 確認 

CD メこユーの SYSTEM ヴブメこユーの中の政下の項目か 
ら、サービスデータを確認することがでをます。 

CD P_TIME 

CD デッキの総再生時間が表示されます。 

MD P.TIME 

MD デッキの総再生時間が表示されます。 

MD R—TIME 

MD デッキの総録音時間が表示されます。 


各種設定の初期化 

各種設定を、工場出荷状態にする事ができます。 

1. MD 、 CD がどち6も No Disc 状態中に、 CD メニュ ー 
の SYSTEM サブメニュー内の" F . PRESET ?" 項目を選 
択しまず。 

" Sure ?" が表示されます。 

2. 本体の ENTER キー（または YES キー）、またはリモ 
コンの ENT / YES キーを巧しまず。 

各種設定が工場出荷状態となります。 


メモ 


" Comple お"表示び消えるまで、電源を切らないでください。 
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第 14 章システム上の制約について 


CD 部 


MP 3 ファイルに関して 

♦旧09日己0レベル1、レベル2、または Joliet に準拠し 
たフォーマットで記録された MP 3 ファイルを再生する 
ことびできます。また、マルチセッションで記録された 
ディスクを再生することび可能です。 

•本機では MP 3 ファイルとディレクト U (フォルダ）数 
にしソ下のよラな制限を設けております。 

最大ディレクト U 数： 2已已 

最大 MP 3 ファイル数： 999 

最大 MP 3 ファイル名、ディレクト U 名： 2已已文字 

• MP 3 ファイルは、上位階層にある MP 3 ファイルから順 
に再生されます。 

liTF の例では MP 3 ①一 MP 3 ⑥の順に再生されまず。 



CD - R / RW に関して 

参巳 D - R / RW はファイナライズしていないと読み込むこと 
びできません。必ずファイナライズしてからディスクを 
入れて < ださい。 

■ファイナライズとは 

音声データを CD - R / RW ディスクに録音しても、最終的 
な TO 巳 (Table of Contents = 録音したデータの情滞を 
ディスクに記録しなければ、一般の巳 D プレーヤーで再 
生することはでさません。 T 0 C を記録することをフアイ 
ナライズといいまず。 


コピーコント□-ル CD に関して 

参いくつかのレコード会社より「コピーコント□—ル巳 D 」 
と銘巧った著作権保護を目的としたディスクび販売され 
ています。これらの中には CD 規格に準拠していないデ 
イスクち存在し、本製品で再生でをない場合びあります。 


• MP 3 のトラック情報について 

再生中にタイトルに表おされる優先順位は 
ID 3 v 2> ID 3 vl >ファイル名となっています。 


また、停止中はファイル名を表おします。 
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第 14 章システム上の制約について 


MD 部 


MD デッキを使用中、し U 下のよラな症状び出る場合びあり 
まずび、これらは MD システム上の制約によるちのでず。 
故障ではありませんので、あらかじめご了?まください。 

参録音可能時間内であってち ’’ Track Full !" び表おされる。 

時間に関係なく、トラック数びいっぱいになると ’’ Track 
Full !" を表示します。 MD システムでは、2已已トラック 
L ソ上の録音はでさません。さらにトラックを追加録音す 
るには、不要なトラックを消すか、トラックを結合する 
か、あるいは別の MD に分けて録音してください。 

• トラック数を録音時間をを格びあるのに ’ ’Track Full !" び 
表 TJX される。 

トラック中にエンファシス情報などの入/切び行なわれる 
と、これらはトラックの区切りと同じ扱いになるため、 
時間やトラック数に関係なく " Track Full !" を表示ずる場 
合びあります。 

♦トラックを消したび M □の残り時間び増えない。 

MD の残り時間を表示するとさ、12秒しソ下の部分は無視 
されるので、短いトラックを消してを時間び加算されな 
いことびありまず。 

• 録音経過時間と残量時間の合計び、 MD の録音可能時間 
と一致しない場合びある。 

通常、1クラスタ(約2砂)び最小単位で録音されます。 
それに満たないちのでを、2秒分のスペースを使ラため、 
実際に使用可能な時間は少なくなります。また M □に傷 
びあると、傷の部分を自動的に削除するので、その部分 
の時間び減ります。 

参つなぐことびできない場合びある。 

-編集してできたトラックは、つなげない場合びあります。 
-録音モード（標準、 MONO 、 LP 2、 LP 4) の異なる卜 
ラックをつなげることはでさません。 

- 3トラックしソ上をつなげる場合、標準モードで約9砂、 
MONO モードおよび LP 2 モードで約17砂、 LP 4 モー 
ドで約 3 3 秒じ(下のトラックをつなげることはできませ 
ん。 


• サーチを行なラと音びとぎれることびある。 

編集してでさたトラックは、サーチすると音びとぎれる 
場合びあります。 

♦ CD を MD にダビングするとトラック間にスペースびで 
をる。 

本機では各トラックの先頭位置を正確に記録するために、 
さトラックを区切ってダビングしています。トラック間 
にスペースを入れたくない場合はし U 下のよラな設定でダ 
ビングを行なってください。 

- CD のデジタルアウトを MD のデジタルインに入力 
-入力選択を’ ’OPT に AL " に設定 

- MD メニューの RE 巳ヴブメニュー内の” SYNC MODE " 
項目を’ ’ ON " に設定 

- MD メニューの RE 巳サブメニュー内の" A _ TRK " 項目を 
’’□ D " に設定 

• トラックま号び正確に付かないことびある。 

デジタル接続で CD を録音するとき、 CD の録音内容によ 
っては、短いトラックびできる場合びあります。また、 
オートトラック機能を使って自動的にトラックま号を付 
けた場合、録音するものの内容によってはトラックま号 
び正確につかないことびあります。 

• "TO 巳 Rea 出 n 吕"表示びなかなか消えない。 

新品の録音用 MD をセットすると、通常よりを’’ TO 巳 
Reading ] 表示び長くなります。 

• タイトルび] 700文字入らない。 

タイトルの記録エリアは、7文字単位で使用されます。 
7文字 L ツ下のタイトルでを7文字分のスペースを使5た 
め、1700文字入りきらない場合びあります。 
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第 1 日章メッセージー覧/トラブルシューティング 


メツセ ーシ ー覧 

動作メッセージ 

意ほ/対処ちま 

Blank Disc 

何ち録音されていない録音巧 MD 


び入っています。 

New Disc! 

新品の録音用 MD び入っています。 

Complete 

編集び正常に完了しました。 

Dubbing Wait 

ダビング開始準備中です。 

TOC Reading 

T 日 C 情報読み取0中です。 

UTOC Writing 

TOC 情報書き込み中です。 

Now Editing 

Edit 実行中です。 

Over Write 

オーバー ライト録音 モー ドです。 


エラーメッセージ 

意ほ/巧処ちま 

Disc Error! 

ディスクに異常びあります。ディスク 

を交換して < ださし、。 

Disc Full! 

MD の残り時間び無いため、録音 

でさません。 

Title Full! 

タイトルびいっぱいです。 

D-IN UNLOCK! 

デジタル入力び接続されていません。 

D に ITAL IN に接続した機器の電源を入 

れて < ださい。 

Not Execute! 

MD のシステム上の制約により、編集 

び完了でさませんでした。 

Not Audio! 

D に ITAL IN か5の入力信号びオーディ 

才信号ではあ0ません。 

No Track! 

トラックびひとつも録音されていませ 

/\j。 

PGM Empty! 

プ□グラムされていません。 

PGM Full! 

これ L ソ上プ□グラムでさません。 

W Protecteci! 

MD び誤消去防止状態になっています。 

Pre Master! 

再生専巧の MD び入っています。 

TOC Error! 

T 日 C 情報び正常ではあ0ません。 

Can't Edit! 

MD のシステム上の制約、編集状態の 
制限により、編集でさません。 

Can't Rec! 

グループモードびオンのため、 

録音を開始できません。 

Can't Sel! 

選択禁止状態時のため、メニューの 
選択びでをません。 

Can’t Undo! 

Undo 可能な編集びないため、 

Undo 動作びで走ません。 

Rec Error! 

録音中にエラーび発生しました。録音 
をや0直してください。 

Drive Error! 

ドライブに問題びあります。 

Sync Rec ON! 

Sync モードびオンのため、手動での 
録音開始びできません。 

Err Group! 

登録されているグループ情報に問題び 
おります。 

No Group! 

グループび登録されていません。 

No DIR! 

ファイルび存在するディレクトリび 
登録されていません。 

Decode Err! 

MP3 ファイルの再生に失敗しました。 


エラーメッセージ 

意ほ/巧処ちま 

旧 Disable! 

U モコン操作び許可されていません。 

Format Err! 

本機では読み取り不可能なお式の MP3 
フアイ>1レび記録されたディスクです。 


トラブルシューティング 


電源び入6ない。 

電源プラグの差し込みび不完全ではありませんか？ 

[Disc Error !」 が表示される。 

ディスクの巧れび考文られます。 

ディスクを交換してください。 

再生できない。 

結露していませんか？ 

結露している場合はディスクを取り出して、電源をオフ 
にしたまま数時間放置してください。 

音が出ない。 

-システムとの接続ををラー度お認してください。 

■音量等、アンプの操作をお認して<ださい。 

録音できない。 

- MD び誤消去防止状態になっている場合は、誤消去防 
止つまみをスライドさせて礼をふさいでください。 

-システムとの接続ををラー度お認してください。 

-録音レベルを調節してください。 

■再生専用の MD には録音できません。録音用 MD と交 
換してください。 

- MD の残り時間び足りない場合は、不要なトラックを 
消去するか MD を交換してください。 

-アンプの操作をお語してください。 

設定を変えたのに記憶されていない。 

-本機ではモード設定を変更するたびにノ（ックアップし 
ています。電源を切るタイミングによってはバックア 
ップに失敗してしまう場合びありますので、変更した 
直後に電源を切らないでください。 

雑音びずる。 

テレビなど強い磁気を帯びたちのから十分離して設置し 
て < ださい。 
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才ーディオ CD 電気的特性 

再生周波数特性 

2日 Hz 〜 20kHz、 +日.已服 

S / N 比 

100祀 L 乂上 （A フイルター) 

ダイナ S ックレンジ 

100祀 JiLh (A フイルター) 

全高調波歪率 

0.0日4%!；(下 

チヤンネルセバレーシヨン SOdBJiLh (IkHz) 

ワウフラッター 

測定限界政下 （日.日日 

-般 


電源 

AC 100 V 、已 0/ 色 0 Hz 

消費電力 

18 W 

外形寸法 

483 X 94 X 308 (mm) 

質量 

已 .41<呂 

動作温度 

己〜40む 

付属品 

U モつン（ XI ) 

単云電池 ( x 2) 

電源 コード( XI ) 

取扱説明書 ( XI ) 

ラックマウントビスキット（ XI ) 

保証書 ( XI ) 

* 曰 AJ は日本電モ機械工業会規格に定められた測定法によ 

るちのです。 


* 仕様およびが観は、 

改善のため予告なく変更することび 

ありまず。 


* 製品の改善により、 

取扱説明書のイラストなどび、一部 

製品と異なることびあります。あらかじめご了承くださ 

い。 


がお寸法図 
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18 mm 


MD デッキ部定格 


形式 

5ニディスクレコーダー 

使用ディスク 

ミニディスク 

記録モード 

STERE 日/ M0N0/LP2/LP4 

記録方式 

Ma 呂 netic field modulation 
overwrite 

録音時間 

(74 分ディスク使用時） 

74 分（標準)、148分 (MONO) 

]48分 （ LP2)、 2白目分 (LP4) 

サンプリング周波数 

44.1kHz 

圧縮方式 

ATRAC (Adaptive TRansform 
Acoustic Codin 呂） 

CD デッキ部定格 


形式 

CD 再生機 

使用ディスク 

CD/CD-R/CD-RW 

再生巧能フォーマット 

才ーディオ CD (CD-DA)、MP3 

入出力定格 


アナ□グライン入力 （MD 入力） 

コネクター RCA 

規定入カレベル 

-lOdBV 

入カインピーダンス 

lOkn 

アナ□グライン出力 
コネクター 

RCA 

規定出カレベル 

-lOdBV 

出カインピーダンス 

已70 0 

PHONES 


コネクター 

ステレオホンジャック 

最大出カレベル 

2日 mW 十2日 mW 

負巧インピーダンス 

32 0 

デジタル入力 

T0S (EIAJ RC- 己7吕 0) 

フォーマット 

IEC60 白曰8 Typen (S/PDIF) 

デジタル出力 

T0S (EIAJ RC- 己7吕 0) 

フォーマット 

IEC60 白已8 Typen (S/PDIF) 

KEYBOARD 

Mini DIN 目 p 

MD 電気の特性 


周波数特性 

2 日 Hz 〜 2 日 kHz 、±0. 己 d 目 

S / N 比 

目8服し U 上（再生時、 A フィルター） 

目已服攻上（録音脉 A フィルター) 

ダイナ S ックレンジ 

98clBULt (再生時、 A フィルター) 

目已服 m 上（録音時、 A フィルター) 

全高調波歪率 

0. 日日4〇/〇政下（再生時） 


0. 日日目％政下（録音時） 
チヤンネルセパレーシヨン 

9日服 ULt (再生時、 IkHz) 
83dBlM± (録音時、 IkHz) 


285 r 


第1目章仕様 


巨巨寸6 

EE 99 

E 巨也 Z 
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保 SE とアフターサービス 


■ 保証書 

-この商品には保証書を別途添付しております。 

-保証期間は、お買上げ曰から1年です。 

•保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」などの記載 
事項をお確かめの上、販売店からお受け取りください。 
また、保証内容をよくお読みいたださ、大切に保管して 
<ださい。 


■ 補修用性能部品の最低保有期間 

本機の補修用性能部品（製品の機能を維持ずるためにお 
要な部品）の最1氏なち期間は、製造巧切り後8年でず。 

■ ご不明な点や修理に関ずるご巧談は 

修理に関するご相談およびごす明な点は、お買い上げ店、 
またはティアック修理センター(裏表紙に記載）にお問 
い合わせください。 


保証期間中は 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書 
の規定に従って修理させていただをます。 

保証期間び過ざているときは 

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理させ 
ていたださます。 

ご連絡いただをたい内容 

-品名： S ニディスクデッキ /C □プレーヤー 
. 型名： MD-CDlMKH 
-お買い上げ曰： 

-故障の状況： 

-ご住所とお名前： 

-電話番号： 


■ 修理を依頼されるときは 

4日ページに従ってお調べいただを、なお異常のあるとを 
はご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買 
い上げ店、またはティアック修理センターにご連絡くだ 
さい。なお、ミニディスクデッキ本体の故障、もしくは 
不具合により発生した付随的損害（録音内容などの補償) 
の責についてはご容赦ください。 


TASCAM MD-CD1MK 田 51 


この製品のお取り扱いなどに関ずるお問い合わせは 

タスカム営業技術までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

± •曰•祝日-弊社休業日を除く1日:日〇〜] 2:0日/13:日日〜17:日0です。 

タスカム営業技術 干 ] 80-8 日日0東京都武蔵野市中町 3-7-3 

電話： 0422-52-51 06 / FAX : 0422-曰 2-6784 


故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰-祝曰-弊社休業曰を除く1日:日日〜] 7:0日です。 
テイアツク修理センター 干1目 0-1 232東京都西を摩郡瑞穂町長岡 2-2-7 

-般電話 • 公衆電話からは市内通話料金でご利用いた讶ブます。 

〇已 70-000- ち01 

ナビダイヤルは全国どこか5お掛けになってち市巧通話料金でご利用いただけます。 
携帯電話 - PHS ■ 自動車電話などか5はナビダイヤルをご利用いただけませんの 
で、通常の電話番号（下記）にお掛けください。 

新電電各社をご利用の場合、「0日70」びナビダイヤルとして正しく認識されず、 
「現在、この電話番号は使われておりません」などのメッセージび流れることびあり 
まず。このよラな場含は、ご契約の新電電香社へお問い合わせいただくか、通常の 
電話番号（下記）にお掛け<ださい。 

電話： 042-556-2280 / FAX : 042-曰曰 6-2281 


■住所や電話番号は，予告なく変更する場合びあ0ます。あらかじめご了承ください。 


ティアック株式会社 

干] 8日-8日日0東京都武蔵野市中町 3-7-3 

http://www.tascam.jp/ 




